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第3次笛吹市行財政改革大綱を策定

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

歯周疾患検診を受診しましょう

ふるさと納税で笛吹市を応援してください
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6月は児童手当の更新時期です

ピーチピチ体操教室

個人住民税の税制改正について

笛吹市連合区長会理事に14名を委嘱

八代小2年生が飛ばした風船の行方は…

“ 桃 ・ ぶ ど う  日 本 一 と 温 泉 の 郷 ”  “ 甲 斐 国 千 年 の 都 ”“ 桃 ・ ぶ ど う  日 本 一 と 温 泉 の 郷 ”  “ 甲 斐 国 千 年 の 都 ”

H26.4.25　『笛吹市植樹祭』（八代町岡地内）
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小中学生によるお囃子の披露
などが行われた桃源郷かすが
いまつり　春日居スポーツ広場

信玄公祭り 甲州軍団出陣パレ
ード　石和町

4年ぶりに開催された石和華み
こし　石和町さくら温泉通り

笈形焼きと笛吹市桃源郷の日
を記念し打ち上げられた花火

お花見散策コースから望む桃
の花と南アルプス、リニアモー
ターカー　御坂町

「桃源郷春まつり」のメイン会場
となり、多くの観光客が訪れた
八代ふるさと公園
※関連記事31ページ

遊歩道沿いに咲くミズバショウ
藤垈の滝  大窪いやしの杜公園

熱気球体験やステ
ージ演奏が行われ
た御坂会場
花鳥の里スポーツ
広場

釈迦堂花ウィーク期間中、企画展や尺八・
琴の演奏などが開催された
釈迦堂遺跡博物館

ふえふき七福桜の1つ、古民家としだれ桜
「子孫繁栄桜」　芦川町

ふえふき七福桜の1つ、寺尾分校桜「学業成就
桜」のライトアップ　境川町
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ふえふき七福桜の1つ、寺尾分校桜「学業成就

293

　武田信玄公と上杉謙信公により、5回に渡り繰り広げ
られた川中島の戦い。4月20日、死闘の中でも最も激
しかったといわれる第4回の合戦が市役所前笛吹川河
川敷で再現されました。
　国内外からの歴史ファン約900人が鎧をまとい、市
街地をパレードし、合戦を体験しまし
た。女性参加者は、全体の4割を占
め、外国人の参加者も60名を超えま
した。
　また、迫力ある合戦を一目見ようと、
約4万人の観客が詰めかけました。

　武田信玄公と上杉謙信公により、5回に渡り繰り広げ
られた川中島の戦い。4月20日、死闘の中でも最も激

合戦に向かう直前の武田軍、上杉軍それぞれの参加者に話を伺いました。

①どちらから？　東京、神奈川、千葉、
埼玉からです。

②どういう仲間？　大田区手作り甲冑教室の仲間です。
③何回目の参加？　4 ～ 5回目です。　④笛吹市の印象は？　
煮貝やほうとう、お酒、ワインがおいしいです。

①どちらから？　東京、千葉、神奈川、
静岡、三重、大阪、兵庫からです。 

②どういう仲間？　インターネットや知人を通じて集まった、戦
国時代好きの仲間です。　③何回目の参加？　10年以上毎年
来ている人、3回目の人、初めての人がいます。
④笛吹市の印象は？　このようなイベントに市外から参加させ
ていただき、うれしいです。

①どちらから？　東京など関東近県からです。 
②どういう仲間？　学生時代の友人、このイベント

で出会った人など、自然とつながっていった仲間の「夕霧隊」です。
③何回目の参加？　ほとんどが2～ 6回目です。
④笛吹市の印象は？　景色や空気がきれいです。また来年も来たいです。

①どちらから？　東京、神奈川からです。
②どういう仲間？　職場は違いますが、同じ業種

で働く仲間です。　③何回目の参加？　3 ～ 4回目です。
④笛吹市の印象は？　温泉が柔らかいです。アクセスもいいです。ぶどう
や桃が大好きでワインもおいしいです。大雪の時は心配していました。　

厳
し
い
冬
を
越
え
、

　
　待
ち
わ
び
た
春
が
来
た

3
月
21
日
〜
4
月
27
日

　笛
吹
市
桃
源
郷
春
ま
つ
り

　3
月
21
日
か
ら
4
月
27
日
ま
で
、「
笛
吹
市
桃
源
郷
春
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
は
、
市
が
誕
生
し
て
か
ら
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
名

称
を
こ
れ
ま
で
の
「
桃
の
花
ま
つ
り
」
か
ら
「
桃
源
郷
春
ま
つ
り
」

に
変
え
、
八
代
ふ
る
さ
と
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
ま
し
た
。

　開
催
期
間
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
市
内
7
カ
所
の
名
物

桜
「
ふ
え
ふ
き
七
福
桜
」
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
、「
桃
源
郷
の
日
」
を

祝
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　市
民
の
皆
さ
ん
と
桃
源
郷
の
春
を
満
喫
す
る
と
と
も
に
、
県
内
外

か
ら
の
大
勢
の
お
客
様
を
お
も
て
な
し
し
ま
し
た
。

第35回 川中島合戦戦国絵巻
戦国時代にタイムスリップ

武田軍VS　  上杉軍～参加者インタビュー～

武田軍

武田軍

上杉軍

上杉軍
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　市
で
は
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
行
政

改
革
推
進
本
部
会
議
に
お
い
て
、『
第

3
次
笛
吹
市
行
財
政
改
革
大
綱
』
の
策

定
に
向
け
、
今
後
の
行
財
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
同
年
5
月
か
ら
は
行
政
改
革

推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
本
市
の
行
財

政
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
活
発
か
つ

精
力
的
な
議
論
と
審
議
を
重
ね
、
平
成

26
年
3
月
、
大
綱
の
素
案
を
策
定
し
ま

し
た
。
素
案
策
定
後
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

　こ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
今
年
4
月
、

『
第
3
次
笛
吹
市
行
財
政
改
革
大
綱
』

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

 

行
財
政
改
革

　行
政
サ
ー
ビ
ス
は
行
政
が
担
う
と
い

う
従
来
の
考
え
方
か
ら
、
市
民
と
行
政

の
協
力
連
携
の
中
で
、
協
働
で
担
う
と

い
う
考
え
方
に
沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　近
年
、
厳
し
さ
が
増
す
行
財
政
運
営

に
お
い
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
今
ま
で

以
上
に
迅
速
、
か
つ
、
き
め
細
や
か
な

対
応
を
行
う
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政

の
特
性
を
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
力
と
し

た
、
市
民
参
加
に
よ
る
行
財
政
改
革
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
単
に

市
民
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
う

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の

主
体
性
や
生
き
が
い
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
連
携
さ
せ
た
中
で
、
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
す
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り

市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
見
直

し
、
共
通
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。　こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
質

の
高
い
柔
軟
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を
図

り
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
財
政
改

革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

 

職
員
の
ス
キ
ル
向
上
と

 

意
識
改
革

　協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
市
職
員

が
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て

い
く
上
で
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

意
欲
と
ス
キ
ル
の
向
上
が
発
揮
で
き
る

環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　市
町
村
は
、
地
方
分
権
改
革
に
よ
り

自
主
性
と
自
立
性
が
確
保
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
職
員
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、

倫
理
観
、
使
命
感
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

企
画
立
案
能
力
、
法
務
能
力
、
財
務
能

力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
情
熱
と
行
動
力
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　職
員
一
人
ひ
と
り
の
ス
キ
ル
の
向
上

と
共
に
、
市
役
所
組
織
の
活
力
を
高
め

る
必
要
が
あ
り
、
人
材
育
成
の
た
め
の

研
修
の
充
実
、
制
度
の
拡
大
に
努
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

行
政
の
仕
組
み
づ
く
り
に

 

よ
る
行
財
政
改
革

　7
町
村
の
合
併
か
ら
10
年
が
経
過

し
、
こ
の
間
、
本
市
で
は
自
治
体
と
し

て
の
自
主
性
や
自
立
性
を
高
め
る
た

め
、
行
財
政
改
革
に
よ
り
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
社
会
情
勢
の
著
し
い
変
化
に
伴

い
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
や
市
民
の
ニ

ー
ズ
も
多
様
化
・
複
雑
化
し
つ
つ
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
で
、
公
平
か
つ

均
一
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続

け
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　一
方
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
る
市
民
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
活
か
し
た
分
野
で
社
会
貢
献
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民

と
行
政
の
役
割
分
担
を
見
直
し
た
協
働

を
基
本
と
し
た
行
政
運
営
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
協
働
を
推

進
し
て
い
く
に
は
、
協
働
に
対
応
し
た

行
政
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　改
革
の
1
つ
の
例
と
し
て
、
組
織
体

制
の
再
編
に
取
り
組
み
ま
す
。
質
の
高

い
、
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
に
は
、
様
々
な
地
域
課
題
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
、
そ
の
時
代
に
即
し

た
組
織
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
組
織
の
再
編
を
行
う
際
に
は
、

効
率
的
・
効
果
的
な
業
務
集
約
を
行
う

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
全
て
の
組
織

の
事
務
量
を
精
査
す
る
中
で
、
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
組
織
機
構
の
見

直
し
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　ま
た
、
協
働
を
推
進
す
る
際
に
は
、

そ
の
時
々
の
場
面
に
お
い
て
、
様
々
な

関
与
の
仕
方
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
お
互

い
の
特
性
や
専
門
分
野
に
お
い
て
、
お

互
い
の
利
点
が
最
大
限
に
活
か
せ
る
指

針
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

 

健
全
財
政
の
堅
持

　平
成
27
年
度
以
降
、
地
方
交
付
税
の

一
本
算
定
化
に
よ
り
大
幅
な
減
収
と
な

る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
は
一
段
と
厳

し
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
財
政
負

担
を
次
世
代
に
先
送
り
し
な
い
健
全
な

財
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
限

ら
れ
た
資
源
を
有
効
か
つ
効
果
的
に
活

用
し
た
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　歳
入
に
お
い
て
は
、
適
正
な
受
益
者

負
担
に
よ
る
財
源
の
確
保
や
新
た
な
税

収
の
確
保
な
ど
、
多
様
な
財
源
の
仕
組

み
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
歳
出

に
お
い
て
は
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
等

を
活
用
し
た
歳
出
構
造
の
見
直
し
を
図

り
、
事
業
の
優
先
度
を
反
映
さ
せ
た

「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る
予
算
編
成
を

断
行
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な
財

政
状
況
が
堅
持
し
て
い
け
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

※
第
3
次
笛
吹
市
行
財
政
改
革
大
綱

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
　ま
た
、
本
庁
・
各
支
所
、
各
図
書

館
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　3
月
26
日
、
日
高
昭
夫
行
政
改
革

推
進
委
員
会
会
長
か
ら
倉
嶋
市
長
に

答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、
平

成
25
年
5
月
15
日
に
市
長
か
ら
諮
問

の
あ
っ
た
『
第
3
次
笛
吹
市
行
財
政

改
革
大
綱
』
の
策
定
に
関
す
る
事
項

を
中
心
に
、
委
員
会
に
お
い
て
活
発

か
つ
精
力
的
な
議
論
、
審
議
を
重

ね
、
そ
の
結
果
が
意
見
と
し
て
答
申

さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
答
申
書
に
は
、
委
員
会
で

の
審
議
や
結
果
を
踏
ま
え
た
『
大
綱
』

の
推
進
を
行
う
こ
と
へ
の
要
望
が
あ

り
、
次
の
点
に
つ
い
て
一
層
尽
力
さ

れ
る
よ
う
要
請
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
次
笛
吹
市
行
財
政

改
革
大
綱
を
策
定

第
3
次
笛
吹
市

行
財
政
改
革
へ
提
言

倉嶋市長に答申書を手渡す日高昭夫行政改革推
進委員会会長（写真左）

■問合せ先　財政課  行政改革担当  ☎055（262）4111

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

市民が自主的、
自発的に行動す
る領域

市民主導の活動
で行政の協力が
必要となる領域

市民と行政とが
連携・協力して
事業を実施する
領域

行政主導の活動
で市民の参加を
求める領域

行政の責任で処
理すべき領域

行政主導市民主導

⑤① ② ③ ④

市民と行政の活動領域の考え方
※上記の■□は、それぞれの領域の度合を表しています。

笛吹市の将来構想と行財政改革大綱の役割

（1）まちづくりの方向づけとなる、持続可能なまち
づくり基本戦略を明示し、めざすべき中長期の
グランドデザインを示すこと。

（2）基本戦略および総合計画と連動した行財政改
革を推進するために、市民と職員の知恵、経験、
技術を統合し、市民と行政との協働体制づくり
に着手すること。

（1）条例および指針・計画等による市民協働または
市民参加の制度および全庁的な市民協働推進
組織体制を整備すること。

（4）公共施設再配置等の行財政改革に関する重要
懸案事項について現状分析と解決策の提案を
集中的に実行する、庁内プロジェクトチームお
よび市民協働型委員会を設置すること。

（2）市民協働事業を統括する市行政窓口のワンス
トップ化と縦割り行政の調整機能を整備する
こと。

（3）市民協働を推奨する人事管理制度と人材育成
の具体策を確立すること。

行政改革推進委員会からの要請

1

第3次行財政改革大綱を実効あるものにす
るための喫緊の重点課題2

市民と行政の協働領域

2014.06 No.117  0405  FUEFUKI CITY



　5
月
31
日
現
在
で
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
に
は
『
児
童
手
当
・
特
例
給
付

現
況
届
』
を
郵
送
し
ま
す
。

　こ
の
届
け
出
は
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か

審
査
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。
提
出

が
な
い
と
6
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
発
送
時
期

　5
月
下
旬
予
定

▼
提
出
期
限

　6
月
30
日（
月
）

▼
提
出
方
法

　郵
送
（
通
知
に
同
封
す

る
返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
）

▼
提
出
書
類

○「
児
童
手
当
・
特
例
給
付 

現
況
届
」

○ 

被
用
者
（
国
民
年
金
加
入
者
以
外
）

は
受
給
者
本
人
の
「
健

康
保
険
証
の
写
し
」

※
被
用
者
の
う
ち
、
次
の

健
康
保
険
証
以
外
の
方

は
、「
年
金
加
入
証
明

書
」 

が
必
要
で
す
。

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
全
国
土
木
建
築
国
民
健

康
保
険
組
合
員
証

・
船
員
保
険
被
保
険
者
証 

・
文
部
科
学
省
共
済
組
合

員
証
（
大
学
等
支
部
に

限
る
）

・
私
立
学
校
教
職
員
共
済

加
入
者
証 

・
日
本
郵
政
公
社
共
済
組

合
員
証

・
共
済
組
合
員
証
の
う
ち
勤
務
先
が
独

立
行
政
法
人
ま
た
は
地
方
独
立
行
政

法
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

○
平
成
26
年
1
月
1
日
以
降
に
転
入
し

た
方
は
、
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在

の
住
民
登
録
地
で
発
行
す
る
「
平
成

26
年
度
所
得
課
税
証
明
書
」

※
配
偶
者
が
所
得
税
法
上
の
被
扶
養
者

で
な
い
場
合
は
、
配
偶
者
の
「
所
得

課
税
証
明
書
」
も
必
要
で
す
。

○
単
身
赴
任
な
ど
で
子
ど
も
と
住
民
登

録
地
が
異
な
る
場
合
は
「
別
居
監
護

の
申
立
書
」
と
子
ど
も
の
世
帯
全
員

の
「
住
民
票
（
続
柄
等
の
記
載
事
項

が
省
略
さ
れ
て
い
な
い
も
の
）」

※
別
居
の
子
ど
も
が
市
内
に
住
民
登
録

し
て
い
る
場
合
は
住
民
票
の
添
付
は

不
要
で
す
。

▼
基
準
日

　毎
年
6
月
1
日
を
基
準
と

し
て
審
査
し
ま
す
。
そ
の
他
、
詳
し

く
は
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
添
付
書
類
の
不
備
に
つ
い
て
は
個
別

に
連
絡
し
ま
す
。

児
童
手
当
制
度
の
概
要 

▼
目
的

　児
童

を
養
育
し
て

い
る
方
に
手

当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ

り
、
家
庭
等

に
お
け
る
生

活
の
安
定
に

寄
与
す
る
と

と
も
に
、
次

代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な

成
長
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象

　市
内
に
住
民
登
録
を
有

し
、
中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達
後

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
方
。
父
母
が
共
に

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
場
合
は
生

計
を
維
持
す
る
程
度
の
高
い
方
が
支

給
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
の
審
査
に
よ
り
、
現
在
の
受

給
者
か
ら
配
偶
者
へ
受
給
者
変
更
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
務
員
は
原
則
と
し
て
職
場
で
の
手

続
き
と
な
り
ま
す
。

※
監
護
・
生
計
同
一
要
件
を
満
た
す
保

護
者
が
複
数
い
る
場
合
、
子
ど
も
と

同
居
す
る
者
を
優
先
と
し
ま
す
（
単

身
赴
任
の
場
合
を
除
く
）。

▼
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

　前
述
の
支
給
対
象
者
に
養
育
さ
れ

て
い
る
中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達

後
最
初
の
3
月
31
日
）
ま
で
の
子
ど

も
。

※
次
の
方
は
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

○
海
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
（
留
学

を
除
く
）

○
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る

場
合
、
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場

合
○
在
留
資
格
が
「
短
期
滞
在
」
や
「
興

行
」
の
外
国
人
住
民

▼
支
給
時
期

　6
月（
2
〜
5
月
分
）・

10
月（
6
〜
9
月
分
）・
2
月（
10
〜

1
月
分
）の
10
日
に
指
定
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

※
出
生
や
転
入
な
ど
で
新
た
に
認
定
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

「
申
請
の
翌
月
」
が
支
給
開
始
月
と

な
り
ま
す
。

～提出期限にご注意ください～

6月は児童手当の
更新時期です！

▼手続きが必要な場合・持ち物

○第1子の出生
○受給者が他市から転入した

○受給者が公務員になった

○受給者が他市へ転出する
○保護者および支給対象とな
る子どもの転居・氏名の変更

○受給者と支給対象となる子
どもの住所が別になった

○子どもが児童福祉施設等へ
入所した、里親へ委託した

○支給対象となる子どもがい
なくなった（支給対象年齢
到達による減は除く）

○支給対象となる子どもが減
った（支給対象年齢到達に
よる減は除く）

○第2子以降の出生等により
支給対象となる子どもが増
えた

→印鑑

→印鑑

→印鑑

→印鑑

→印鑑

→印鑑

→印鑑
→子どもの住所が市外の場
合は子どもの世帯全員の
住民票（続柄等が記載さ
れているもの）

→印鑑
→辞令等、採用が分かるもの

→手当を請求する保護者本
人の健康保険証または年
金加入証明書（市国民健
康保険加入者は除く）
→手当を請求する保護者本
人名義の通帳
→印鑑
→他市からの転入により、1
月1日現在で笛吹市に住
民登録がない方は、1月1
日現在の住民登録地で発
行した「所得課税証明書」
（父、母それぞれ必要）

１．所得税法に規定する老人控除対象配偶
者または老人扶養親族がいる方の限度額
（所得額ベース）は、上記の額に当該老
人控除対象配偶者または老人扶養親族１
人につき6万円を加算した額。

２．扶養親族数の数が5人以上の場合の限
度額（所得額ベース）は、4人を超えた
１人につき38万円（扶養親族等が老人控
除対象配偶者または老人扶養親族である
ときは44万円）を加算した額。

※手当の受給者が施設の設置者等である場
合は、所得制限は適用されません。※事由が生じた日の翌日から15日以内に手続きをしてくだ

さい。

▼所得制限　審査基準は次のとおりです。

▼支給額

扶養親族等の数
0人
1人
2人
3人
4人

所得制限限度額（万円）
622
660
698
736
774

1 ～ 5月分

6～ 12月分

前々年の所得額

前年の所得額

生計中心者の
所得 ※父母等の
うち所得の高い
方で判断

支給対象月 所得要件の
対象年

所得要件の
対象者

一律 5,000円
（1人）

15,000円

10,000円

第1・2子
10,000円
第3子以降
15,000円

所得制限を
超える受給者

手当月額
（1人）年齢区分

0 ～ 3歳未満

中学生

３歳以上
小学校修了前

　児童手当は児童手当法の趣旨に従って用いるよう、保護者の責務が定められています。子どもの健
やかな成長のために用いる手当であることをご理解いただきますようお願いします。

第１条（目的）
　この法律は、父母その他の保護者が子育てについての第一義的責任を有するという基本的認識の
下に、家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健やかな成長に資
することを目的とする。
第２条（受給者の責務）
　児童手当の支給を受けた者は、児童手当が前条の目的を達するために支給されるものである趣旨
にかんがみ、これをその趣旨に従って用いなければならない。

【児童手当の趣旨にご理解をお願いします】

■申請・問合せ先　児童課（石和保健福祉センター） ☎055（261）1904　および各支所
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笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
通
信

〜
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
に
〜

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険（
以
下「
国
保
」）の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
費
と
健
康
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
税
は
国
保

の
大
切
な
財
源
で
す

「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
簡
素

な
給
付
措
置
）」

「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

年
金
相
談
会

年
度
の
途
中
で

　
　40
歳
に
な
る
と
き
は
…

年
度
の
途
中
で

　
　65
歳
に
な
る
と
き
は
…

　
今
年
4
月
、
消
費
税
率
が
8
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
所
得
の
低
い

方
や
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
簡
素

な
給
付
措
置
）」
お
よ
び
「
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
基
準
日

　平
成
26
年
1
月
1
日

▼
支
給
対
象
者

　平
成
26
年
度
分
市
民

税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方

※
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税

さ
れ
る
場
合
、
生
活
保
護
制
度
の
被

保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は

対
象
外
で
す
。

▼
支
給
額

○
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
1
万
円

○
支
給
対
象
者
の
中
で
次
に
該
当
す
る

方
は
、
5
千
円
を
加
算

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
等
の
受
給
者
な
ど

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当

等
の
受
給
者
な
ど

▼
支
給
回
数
　
1
回
限
り
と
す
る

▼
提
出
書
類
　
申
請
書
は
、
平
成
26
年

度
分
市
民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税

で
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
が
い
る

世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

○
申
請
書

○
本
人
確
認
書
類
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
・
運
転
免
許
証
・
旅
券
等
）
の
写
し

○
指
定
し
た
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類

（
金
融
機
関
名
・
口
座
番
号
・
口
座

名
義
人
（
カ
ナ
）
が
わ
か
る
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

※
支
給
対
象
者
と
な
る
方
で
、
6
月
末

日
ま
で
に
申
請
書
が
送
ら
れ
て
こ
な

い
場
合
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
1
月
1
日
時
点
で
笛
吹
市

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

1
月
１
日
現
在
の
住
民
登
録
地
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
方
法

　申
請
書
に
同
封
さ
れ
た

返
信
用
封
筒
に
必
要
事
項
を
記
入
し

た
申
請
書
と
添
付
書
類
を
入
れ
て
ご

返
送
く
だ
さ
い
。
持
参
さ
れ
る
方

は
、
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
業
務
室
ま
た

は
各
支
所
地
域
住
民
課
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

　6
月
16
日（
月
）〜
10
月

31
日（
金
）

■
問
合
せ
先

　
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
業
務
室
　
　

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
8
6

「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」

　
今
年
4
月
、
消
費
税
率
が
8
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
所
得
の
低
い

世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

○
申
請
書

「
臨
時
福
祉
給
付
金（
簡
素
な
給
付
措
置
）」

お
よ
び「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
　
平
成
26
年
度
の
市
民
税
（
均
等
割
）

が
非
課
税
の
方
は
、「
臨
時
福
祉
給
付

金
」
の
対
象
で
す
。「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

と
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を

重
複
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
基
準
日

　平
成
26
年
1
月
1
日

▼
支
給
対
象
者

　基
準
日
に
お
い
て
告

次
の
条
件
を
満
た
す
方

○「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
支
給
対
象

で
は
な
い
方

○
平
成
26
年
1
月
分
児
童
手
当
の
受
給
者

※
平
成
26
年
1
月
1
日
に
児
童
が
生
ま

れ
た
方
で
あ
っ
て
、
当
該
児
童
に
か

か
る
同
年
2
月
分
の
児
童
手
当
受
給

者
と
な
る
方
を
含
む
。

○
平
成
25
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
な
い
方

▼
支
給
対
象
児
童

　基
準
日
に
お
い
て

次
の
条
件
を
満
た
す
方

○
支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
1
月
分
児
童

手
当
の
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
る
児
童

※
平
成
26
年
1
月
1
日
に
生
ま
れ
た
児

童
で
同
年
2
月
分
の
児
童
手
当
の
支

給
と
な
る
方
を
含
む
。

○「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
対
象
者
で

は
な
い
方

○
生
活
保
護
制
度
内
で
対
応
さ
れ
る
被

保
護
者
等
で
は
な
い
方

▼
支
給
額

　対
象
児
童
1
人
に
つ
き
1

万
円

▼
支
給
回
数

　１
回
限
り
と
す
る

▼
提
出
方
法
　
原
則
と
し
て
、
郵
送
で

受
け
付
け
ま
す
。
申
請
書
に
同
封
さ

れ
た
返
信
用
封
筒
に
必
要
事
項
を
記

入
し
た
申
請
書
と
添
付
書
類
を
入
れ

て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
1
月
分
の
児
童
手
当
を
笛
吹

市
で
受
給
し
て
い
た
方
に
は
、
6
月
中

旬
頃
ま
で
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
所
属
庁
で
配
布
さ

れ
た
申
請
書
に
①
振
込
先
金
融
機
関

の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
写
し
（
児
童
手
当
の
振
込
先
口
座

以
外
へ
の
振
り
込
み
や
現
金
に
よ
る

支
給
を
希
望
す
る
場
合
は
、
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
の
添
付
が
必
要
）②

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
受
給
状
況

証
明
書
を
添
付
し
、
申
請
先
へ
提
出

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

　6
月
16
日（
月
）〜
10
月

31
日（
金
）

▼
申
請
先

　石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給

業
務
室
ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

▼
注
意

○
平
成
26
年
1
月
1
日
の
住
民
登
録
地

に
て
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
平
成

26
年
1
月
分
の
児
童
手
当
を
笛
吹
市

以
外
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た
方
は
平

成
26
年
1
月
1
日
の
住
民
登
録
地
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間
外
の
申
請
は
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先
　
児
童
課
　

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

　
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
は
、

国
保
制
度
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で

す
。
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
国
保
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
、
国
保
税
の
納
期
限
内
で
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
税
の
税
率
は
ど
う
や
っ
て

決
ま
る
の
？

　
国
保
税
の
総
額
は
、
ま
ず
そ
の
年
に

予
測
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、
国
な
ど
か

ら
の
補
助
金
と
病
院
な
ど
に
皆
さ
ん
が

支
払
う
一
部
負
担
金
を
差
し
引
い
た
金

額
で
決
ま
り
ま
す
。
こ
う
し
て
決
ま
っ

た
国
保
税
の
総
額
を
、
医
療
保
険
分
・

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
・
介
護
保
険
分

に
割
り
振
り
ま
す
。
世
帯
の
国
保
税
は
、

世
帯
の
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
計

算
さ
れ
る
「
所
得
割
」、
世
帯
の
被
保
険

者
の
固
定
資
産
税
額
に
応
じ
て
計
算
さ

れ
る
「
資
産
割
」、
世
帯
の
被
保
険
者
数

に
応
じ
て
計
算
さ
れ
る
「
均
等
割
」
に

一
世
帯
あ
た
り
の
負
担
額
で
あ
る
「
平

等
割
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
区
分
で
計

算
さ
れ
た
総
額
と
な
り
ま
す
。

▼
国
保
税
の
税
額
の
内
訳
は
、
年
齢
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す

○
40
歳
未
満
の
方

　
医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
を
合
わ
せ
て
納
め
ま
す
。
介
護

保
険
分
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
、
介
護
保
険
分
を
合
わ
せ
て
納

め
ま
す
。

　
40
歳
の
誕
生
日
の
月
（
1
日
が
誕
生

日
の
方
は
そ
の
前
月
）
の
分
か
ら
介
護

保
険
分
を
納
め
ま
す
。
該
当
者
が
い
る

場
合
は
、
年
度
途
中
で
税
額
が
変
更
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方

　
医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
を
合
わ
せ
て
納
め
ま
す
。
介
護

保
険
料
は
、
別
に
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
75
歳
以
上
の
方
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

　
65
歳
に
な
る
前
月
（
1
日
が
誕
生
日

の
方
は
そ
の
前
々
月
）
ま
で
の
介
護
保

険
分
を
計
算
し
、
国
保
の
保
険
税
と
し

て
年
度
末
ま
で
の
納
期
に
分
け
て
計
算

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
年
度
途
中
で
の

介
護
保
険
分
に
よ
る
年
税
額
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
国
保
税
は
世
帯
主
あ
て
に
通
知
し
ま
す

　
国
保
税
は
、
世
帯
ご
と
に
ま
と
め

て
世
帯
主
に
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
は
な

い
場
合
で
も
、
世
帯
内
に
国
保
被
保

険
者
が
い
れ
ば
、
国
保
税
の
納
付
義

務
者
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。
納
税

通
知
書
・
納
付
書
は
世
帯
主
あ
て
に

送
り
ま
す
。

▼
国
保
税
に
は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

　
次
に
該
当
す
る
と
き
は
、
手
続
き
に

よ
っ
て
国
保
税
の
軽
減
が
さ
れ
ま
す
。

○
世
帯
の
方
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
帯

に
国
保
の
被
保
険
者
が
一
人
に
な
っ

た
場
合

○
社
会
保
険
の
本
人
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
被
扶
養
者
が
国
保
の
被
保
険
者

と
な
っ
た
場
合

○
非
自
発
的
に
失
業
し
た
65
歳
未
満
の

方
で
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
に
関

す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
年

金
機
構
か
ら
書
類
が
届
い
た
が
、
確
認

の
仕
方
や
記
入
方
法
が
分
か
ら
な
い

方
、
ご
自
分
の
年
金
履
歴
に
疑
問
の
あ

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
6
月
18
日（
水
）

　
午
前
9
時
〜
12
時

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所

　市
役
所
南
館
3
階

▼
持
ち
物
　
お
手
元
に
届
い
た
書
類
や
年

金
手
帳
な
ど
相
談
に
参
考
に
な
る
資
料

■
問
合
せ
先

　国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

国などからの補助金 国保税

病院などで払
う一部負担金

その年に予想される医療費の総額

100％0％
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笛吹市男女共同参画推進委員会
No.90

市内の取り組み紹介「男女双方の視点が入った減災マップを作成」

【井之上区の防災訓練の様子】

　県では、行政区などの地域から男女共同参画社会の実現を推進す
るため、平成24年度から「地域における男女共同参画実践活動支
援事業」を実施しています。
　私たち男女共同参画推進委員会の根津和彦副委員長がこの事業
に参画し、地元の御坂町井之上区で「減災マップ作成委員会の活動」
に取り組みました。
　井之上区は人口約800人、世帯数約250戸、地区内には高速道
路が走り、指定避難所までの経路が分断される恐れから、減災マッ
プの作成が迫られていました。
　男女双方の視点が入った減災マップを作成するため、実行委員会
には、自治会役員や消防団など男性だけでなく、交通安全協会女性
部員、民生委員、育成会役員などの女性が参加しました。
　実行委員からは、「これまでこのような実行委員会には参加したことがなかったが、地域のみんなで男女関係
なく作れたことがよかった」との声が寄せられました。
　井之上区では、減災マップの作成だけでなく、災害時の行動の約束を示した初動規定の作成、自主防災組織
の設置まで取り組みを進めました。
　地域には、男性、女性だけでなく、生まれたばかりの子どもや介護が必要な方、外国人の方など様々な住民
がいます。井之上区のように、地域の住民がみんなで減災について考える機会を持つことは、非常に大切です。
市内の他地域でも学び、広げていきましょう。

　現在、国内で農業に従事する方の人口はどのくらいかご存知でしょうか。平成22年度の調査ではおよ
そ260万人おり、そのうち女性が占める割合は5割とのことです。
　笛吹市の農業人口の男女比は、女性が6割を占め、女性農業者は、農業はもちろん地域の活性化等に重
要な役割を果たしていて、目下の課題は6次産業の担い手としても大きく期待されている状況です。

　こうした状況を受けて国では、農林水産省が「農業女子プロジェクト事業」を立ち上げ、農村女性の活
躍を支援しています。プロジェクトでは、
○農業女性の持つ生産力の可能性を広げる「生産力」
○農業女性ならではの知恵を商品化する「知恵力」
○農業女性ならではの新市場を展開する「市場力」
以上の3つを挙げ、こうした女性の力と、いろいろな業種とのコラボレーションを進めています。
　農業を成長産業として発展させていくためには、今までの固定概念、例えば「男は外で働き、女は家庭
を守る」などにとらわれず、新たな発想で農業経営に取り組む女性の能力を最大限に活かすことが大切です。
女性ならではの感性や視点、アイデアなどにより農業分野で一層輝いて活動する女性の姿が、ますます期
待されてきています。

■問合せ先　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎ 055（262）4111

新推進委員の紹介
窪田信一委員（民生委員児童委員協議会、春日
居町）

地域のみんな
で防災を考え
ることは大事だ
よね。

地域の実情に
合う減災マッ
プができそう
だよね。

笛ちゃん 吹ちゃん

ご存知ですか？

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　バ
ス
に
て
鶯
宿

に
移
動
後
、
現
地

散
策
会
を
行
い
ま

す
。
芦
川
の
歴
史
、

兜
造
民
家
の
特
徴

や
石
垣
の
景
観
な

ど
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。
農
産
物
直

売
所
「
お
ご
っ
そ

う
家
」
に
も
立
ち
寄
り
ま
す
。

▼
日
時

　6
月
21
日（
土
）（
小
雨
決
行
）

　集
合

　午
前
9
時

　出
発

　午
前
9
時
15
分

　解
散

　午
後
0
時
30
分
（
予
定
）

▼
集
合
場
所

　市
役
所
八
代
支
所
駐
車
場

▼
定
員

　30
人
（
受
付
順
）

▼
参
加
料

　無
料

▼
申
込
期
間

　6
月
9
日（
月
）〜
13
日（
金
）

　午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
持
ち
物
等
に
つ
い
て
は
、
受
け
付
け

時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　文
化
財
課

　☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

　小
学
生
対
象
に
、
か
わ
い
い
か
っ
ぱ

型
土
偶
を
作
る
全
2
回
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時

　

　第
1
回（
形
づ
く
り
）6
月
14
日（
土
）

　第
2
回（
素
焼
き
）
　7
月
5
日（
土
）

※
両
日
と
も

　午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　春
日
居
郷
土
館

▼
定
員

　20
人

▼
持
ち
物

　6
月
14
日（
土
）
エ
プ
ロ
ン

　7
月
5
日（
土
）
軍
手

▼
参
加
料

　入
館
料
と
し
て
各
回
1
0
0
円

▼
申
込
期
間

　6
月
4
日（
水
）〜
13
日（
金
）

　午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

※
10
日
（
休
館
日
）
除
く

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　春
日
居
郷
土
館
・
小
川
正
子
記
念
館

　☎
0
5
5
3（
2
6
）5
1
0
0

　宮
城
道
雄
作

曲
の
「
紅
薔
薇
」

は
、
大
正
9
年

小
林
愛
雄
の
新

体
詩
を
歌
詞
と

し
て
、
尺
八
と

筝
の
伴
奏
に
よ

る
歌
曲
に
作
ら

れ
ま
し
た
。

　歌
詞
は
赤
い

バ
ラ
の
花
を
清

ら
か
な
乙
女
に

見
た
て
た
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
内

容
で
あ
り
、
こ
の
美
し
い
旋
律
に
魅
せ

ら
れ
て
、
合
奏
団
の
名
称
と
し
ま
し
た
。

県
内
に
住
む
邦
楽
の
分
野
で
活
動
す
る

人
た
ち
で
結
成
さ
れ
、
演
奏
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　6
月
21
日（
土
）

　開
場

　午
後
6
時

　開
演

　午
後
6
時
30
分

▼
場
所

　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目

　さ
く
ら
変
奏
曲
、
瀬
音
、
月

夜
の
舞
、
黒
田
節
に
よ
る
幻
想
曲

　

ほ
か

▼
入
場
料

　無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
尺
八
と
最

新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
集
合
体
で
あ
る
エ

レ
ク
ト
ー
ン
の
異
色
ユ
ニ
ッ
ト
、
ジ
ェ

ン
ト
ル
ブ
リ
ー
ズ
。

　こ
の
2
つ
の
楽
器
の
音
色
が
織
り
な

す
サ
ウ
ン
ド
は
意
外
や
意
外
、
想
像
を
越

え
た
幅
広
い
世
界
を
生
み
出
し
ま
す
。
県

内
各
地
を
中
心
に
活
動
を
展
開
中
で
す
。

▼
日
時

　6
月
28
日（
土
）

　開
場

　午
後
6
時

　開
演

　午
後
6
時
30
分

▼
場
所

　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目

　蒼
き
海
の
道
、
情
熱
大
陸
、

ジ
ュ
ピ
タ
ー
、
童
神
、
あ
り
が
と
う 

ほ
か

▼
入
場
料

　無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　（
公
財
）ふ
え
ふ
き
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　

　☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

尺八奏者の岩間さんと電子オルガン
奏者の前田さんによるユニット

邦楽の音色をお楽しみください

in
fo
rm
a
tio
n
 in
fo
rm
a
tio
n
 in
fo
rm
a
tio
n

催

　し

春
日
居
郷
土
館

〜
土
偶
づ
く
り
〜

〜
水
無
月
の
響
き
〜

邦
楽
合
奏
団
紅
薔
薇
コ
ン

サ
ー
ト

兜
造
民
家
と
石
垣
の
風
景

〜
鶯
宿
現
地
散
策
会
〜

か
ぶ
と
づ
く
り

お
う
し
ゅ
く

ジ
ェ
ン
ト
ル 

ブ
リ
ー
ズ

ラ
イ
ブ

べ
に
そ
う
び

あ
い
ゆ
う

そ
う
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　
市
で
は
、
統
計
調
査
員
と
し
て
統
計

業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
登
録

調
査
員
と
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
資
格

○
20
歳
以
上
で
責
任
を
も
っ
て
調
査
事

務
を
遂
行
で
き
る
方

○
調
査
上
の
秘
密
が
保
護
で
き
る
方

○
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
の

な
い
方

▼
業
務
内
容

　国
が
実
施
す
る
各
種
指

定
統
計
調
査
（
国
勢
調
査
、
工
業
統

計
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
）
の
『
調

査
員
』
と
し
て
、
個
人
世
帯
や
事
業

所
な
ど
に
対
し
て
調
査
の
依
頼
お
よ

び
調
査
票
の
回
収
な
ど
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
統
計
調
査
員
候
補
者

と
し
て
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
必

要
に
応
じ
て
市
か
ら
調
査
員
を
依
頼

し
ま
す
。

▼
報
酬
　
調
査
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
基

準
に
よ
り
お
支
払
い
し
ま
す
。

▼
調
査
時
期
　
調
査
に
よ
っ
て
時
期
が

異
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
に
よ
っ
て
調
査
地
域
、

必
要
と
す
る
調
査
員
数
な
ど
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
に
沿
い
か
ね
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
広
報
紙
4
月
号
で
募

集
し
た
市
民
講
座
の
次

の
講
座
に
つ
い
て
、
受

講
生
を
若
干
名
追
加
募

集
し
ま
す
。

教
室
1
…
あ
な
た
を
ね
ら
う
悪
質
商
法

教
室
5
…
リ
フ
ォ
ー
ム
Q
&
A
〜
マ
イ

ホ
ー
ム B

efore A
fter

〜

　

教
室
20
…
笛
吹
市
の
施
設
を
め
ぐ
ろ

う
！
〜「
青
楓
美
術
館
・
小

川
正
子
記
念
館
」〜

▼
申
込
期
限

　
6
月
6
日（
金
）午
後
5
時

※
日
程
・
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
4
月
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
受
付
は
、
先
着
順
と
し
ま

す
の
で
、
電
話
に
て
教
室
の
空
き
状

況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9

　
ス
マ
ホ
っ
て
何
？
気
に

な
る
け
れ
ど
使
い
方
が
分

か
ら
な
い
と
悩
ん
で
い
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
（A

ndroid

端
末
）
初
心
者
の
方

や
、
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
向
け
の
入

門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
22
日（
日
）

　
午
後
2
時
〜
4
時
　

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
　
会
議
室

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
・
ス
リ
ッ
パ

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
6
月
15
日（
日
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　（
休
館
日
　
月
曜
日
）

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）3
1
1
2

　
松
の
新
芽
を
摘
ん
で
、
樹
形
を
整
え

る
作
業
「
み
ど
り
摘
み
」
に
つ
い
て
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
15
日（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館

▼
内
容
　
み
ど
り
摘
み
の
目
的
・
適
期

・
方
法

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

▼
材
料
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
緑
の
相
談
所

　（
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
内
）

　
☎
0
5
5（
2
7
6
）2
0
2
0

　
ア
フ
リ
カ
、
マ
ラ
ウ
ィ
共
和
国
の
孤

児
た
ち
が
、
世
界
各
地
で
舞
踊
の
公
演

事
業
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
国
際
交
流
事
業
と
し
て
、

本
市
で
も
公
演
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
国
際
的
な
文
化
芸
術
交
流
と
な

る
こ
の
公
演
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
7
月
1
日（
火
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
を
止
め
る
た

め
、
地
域
や
家
庭
で
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
6
月
15
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

▼
講
師
　
宮
本
ま
き
子
氏
（
家
族
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　

県 

県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

☎
0
5
5（
2
2
3
）1
3
5
8

　
全
日
本
ダ
ッ
ト

サ

ン

会 

会

長 
佐
々
木
徳
治
郎
氏

と
㈱
カ
ー
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
代
表
取
締

役 

加
藤
哲
也
氏

に
よ
る
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
や
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
の
市
内
パ
レ
ー
ド
な
ど
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

○
6
月
21
日（
土
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

○
6
月
22
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
石
和
源
泉
足
湯
ひ
ろ
ば

　（
石
和
町
川
中
島
1
6
0
7
）

▼
内
容
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
市
内
パ
レ

ー
ド
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
車
の

展
示
な
ど 

■
問
合
せ
先
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
　
渡
辺

　
☎
0
9
0
|
3
5
0
8
|
2
7
3
6

「
健
康
講
座 

金
川
の
森
ウ
ォ
ー
ク
」

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
森
林
浴
を
楽
し
み
、
心
も
身
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
8
日（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
定
員
　
20
人
　
▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
格
好

・
飲
み
物

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座 

コ
ケ
玉
づ

く
り
」

　
季
節
の
植
物
を
使
っ
て
、
コ
ケ
玉
づ

く
り
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
14
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
24
人
　
▼
参
加
費
　
１
０
０
０
円

▼
服
装
・
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

「
竹
と
ん
ぼ
を
作
ろ
う
」

　
昔
な
が
ら
の
作
り
方
で
竹
と
ん
ぼ
を

作
っ
て
、
遠
く
へ
飛
ば
し
て
遊
び
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
21
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
　

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
20
人
　
▼
参
加
費
　
無
料

い
ず
れ
も

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
F
A
X
、
E
メ

ー
ル
、
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
受
付

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所
　

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

　
℻
0
5
5
3（
3
9
）9
8
2
1

　E-m
ail

　info@
kanegaw

a-park.com

▼
対
象

　県
内
在
住
者
（
高
校
生
以
上
）

▼
募
集
期
間

　6
月
1
日（
日
）〜
7
月
31
日（
木
）

▼
投
稿
数

　5
句
一
組
（
四
季
雑
詠
、

未
発
表
作
品
に
限
る
）

▼
参
加
費

　一
組
2
0
0
0
円
（
何
組
で

も
応
募
可
能
、
郵
便
振
替
口
座
利
用
）

▼
投
稿
方
法

　要
領
に
添
付
の
投
句
用

紙
に
記
入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
顕
彰

　知
事
、
議
長
、
マ
ス
コ
ミ
各

社
な
ど
30
の
賞

■
問
合
せ
先
　
県
文
化
協
会
連
合
会
　

県
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
斉
藤 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
6
2
9

森
林
公
園
金
川
の
森

6
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

山
梨
県
俳
句
大
会

作
品
募
集

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

使
い
方
講
習
会

『
統
計
調
査
員
』を
募
集
し

て
い
ま
す

笛
吹
市
民
講
座

前
期
　
追
加
募
集

募
　
集

講
座
・
教
室

や
ま
な
し
男（
ひ
と
）と
女

（
ひ
と
）と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
子
育
て
＆
孫
育
て
が
つ
む
ぐ
家
族

の
絆
―
ゆ
る
く
つ
な
が
る
地
縁
・

血
縁
で
社
会
を
変
え
よ
う
―
」

ア
フ
リ
カ（
マ
ラ
ウ
ィ
共
和

国
）の
孤
児
た
ち
に
よ
る

舞
踊
公
演（
国
際
交
流
）

笛
吹
市
　
第
4
回
石
和
温

泉
郷
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
4

講
座「
松
の
み
ど
り
摘
み
」

▶商業簿記3級（前編）〔受付6月5日（木）～7月29日（火）〕
▶商業簿記3級（後編）〔受付6月30日（月）～8月21日（木）〕
　（いずれも8月開講）
※講座内容、日程等は都合により変更・中止になる場
合があります。

▶宅地建物取引主任者試験対策講座Ⅰ・Ⅱ（7月開講）
▶二級建築士試験対策講座（設計製図）（8月開講）

県立産業技術短期大
学校塩山キャンパス
（甲州市塩山上於曽
1308）
☎ 0553（32）5202

県立就業支援センター
（甲府市塩部4-5-28）
☎ 055（251）3210

内容・備考

※詳しくは、お問い合わせください。

問合せ先
能力開発セミナー
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　市
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん

検
診
お
よ
び
大
腸
が
ん
検
診
の
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
5
月
上
旬
に

発
送
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
健
康
管
理
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
対
象
者

　平
成
26
年
4
月
1
日

現
在
の
年
齢
が
、
表
に
該
当
す
る
方

▼
利
用
で
き
る
検
診

　市
で
実
施
す
る

集
団
健
診
、
個
別
（
医
療
機
関
）
検

診
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク

▼
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

　平
成
27
年
1
月
31
日（
土
）ま
で

留
意
事
項

▼
受
診
の
際
に
は
「
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
」
と
「
問
診
票
」
を
一
緒
に

指
定
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
で
、
平

成
26
年
4
月
1
日
以
降
に
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
せ
ず
に
、

市
で
実
施
し
て
い
る
子
宮
頸
が

ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
（
視
診
、

触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検

査
）、
大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血

検
査
）
を
受
診
し
た
方
は
、
自

己
負
担
金
の
払
い
戻
し
の
申
請

が
で
き
ま
す
。

▼
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
市
で
実
施
す

る
検
診
の
う
ち
、
1
回
の
み
の

利
用
と
な
り
ま
す
。

▼
職
場
検
診
で
子
宮
が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
を

受
診
し
た
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　成
人
保
健
担
当

　

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　生
活
習
慣
病
で
あ
り
、
歯
を
失
う
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
「
歯
周
疾
患
」

は
、
痛
み
も
な
く
知
ら
な
い
う
ち
に
進

行
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　「
歯
周
疾
患
」
は
、
長
期
間
慢
性
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
原
性
を
も
っ

た
細
菌
が
口
か
ら
離
れ
た
心
臓
や
肺
な

ど
の
臓
器
に
行
き
着
き
、
そ
こ
に
病
気

を
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

「
歯
周
疾
患
」
を
早
期
に
発
見
・
早
期

治
療
す
る
こ
と
は
、
全
身
の
健
康
も
守

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
対
象

　平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で

に
、 

20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・
35
歳
・

40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳

・
65
歳
・
70
歳
に
な
る
市
民

▼
実
施
期
間

　6
月
1
日（
日
）〜
12
月
31
日（
水
）

▼
内
容

　歯
の
状
況
・
歯
周
組
織
の
状

況
・
口
腔
清
掃
の
状
態
・
そ
の
他
の

所
見

▼
場
所

　山
梨
県
歯
科
医
師
会
加
盟
歯

科
医
院

▼
費
用

　自
己
負
担
金
な
し
（
検
診
料

金
4
2
2
7
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
）

▼
実
施
方
法

　対
象
者
に
は
、
5
月
末

に
個
別
通
知
さ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
通
知
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　成
人
保
健
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　皆
さ
ん
の
善
意
に
支
え
ら
れ
る
献
血

で
、
病
気
や
け
が
で
苦
し
む
人
が
救
わ

れ
ま
す
。
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時

　6
月
5
日（
木
）

　午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所

　市
役
所
本
庁
舎
前
駐
車
場

▼
持
ち
物

　献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
本
人

確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

各
種
保
険
証
な
ど
）

■
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　健
康
企
画
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　今
年
度
も
ピ
ー
チ
ピ
チ
体
操
教
室

（
高
齢
者
向
け
の
介
護
予
防
教
室
）
を

実
施
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
椅
子
で
の

体
操
、
畳
で
の
体
操
を
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

（
つ
る
か
め
塾
（
運
動
器
の
機
能
向

上
事
業
）
参
加
者
は
除
く
）

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
に
は
、
初

回
参
加
者
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
①
③
は
同
じ
内
容
な
の
で
、
重
複
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
時
間

　①
②
③
午
後
7
時
30
分
〜
9

時
（
毎
週
水
曜
日
）

　④
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　（
毎
週
水
曜
日
）

▼
講
師

　中
村
美
千
恵
氏

▼
持
ち
物
・
服
装

　タ
オ
ル
、
お
茶
な

ど
の
水
分
、
運
動
の
で
き
る
服
装

　元
気
に
年
を
重
ね

る
に
は
、
か
ら
だ
の

健
康
管
理
も
で
す
が
、

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保

つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

　「
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
過
ご
し

た
い
」
と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、
懐
か

し
い
歌
を
歌
い
な
が
ら
楽
し
か
っ
た
あ

の
頃
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
方
（
入
場
は
無
料
で
す
）

▼
日
時
・
場
所

　7
月
8
日（
火
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

▼
内
容

　

○
第
一
部

　歌
っ
て
介
護
予
防
！

『
あ
の
歌

　こ
の
歌

　楽
し
い
時
間
』

講
師

　日
本
臨
床
心
理
研
究
所
所
長

松
井
紀
和
氏

　ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
あ
わ
せ
て
、
懐

か
し
い
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。

○
第
二
部

　簡
単
体
操
（
指
導

　シ
ル

バ
ー
体
操
指
導
員
）

　簡
単
な
体
操
で
か
ら
だ
を
ほ
ぐ
し

ま
し
ょ
う
。

※
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
送
迎
バ
ス
を
ご
希
望
の
方
は
、
申
し

込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
改
め
て
バ
ス
の
乗
降
場
所

（
お
住
ま
い
の
近
く
）と
時
間
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
9
月
9
日
に
は
い
ち
の
み
や
桃
の
里

ふ
れ
あ
い
文
化
館
、
10
月
7
日
に
は

御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
も

同
じ
内
容
で
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　高
齢
福
祉
課

　高
齢
者
支
援
担
当

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

▼
対
象

　朗
読
に
興
味
が
あ
る
市
内
在

住
の
方
、
ま
た
は
市
内
在
勤
の
方
で

声
の
広
報
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方

▼
日
時

　6
月
18
日（
水
）〜
9
月
10
日

（
水
）
　毎
週
水
曜
日

　午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所

　ふ
れ
あ
い
の
家

▼
講
師

　有
泉
春
枝
氏

▼
定
員

　20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
対
象

　市
内
在
住
、
在
勤
お
よ
び
市

内
の
学
校
に
通
う
学
生
で
手
話
に
興

味
の
あ
る
方

▼
日
時

　6
月
18
日（
水
）〜
平
成
27
年

3
月
25
日（
水
）
　毎
週
水
曜
日

　午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所

　ふ
れ
あ
い
の
家

▼
講
師

　聴
覚
障
が
い
者
講
師
、
手
話

通
訳
者
講
師

▼
定
員

　20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　テ
キ
ス
ト
代
（
3
1
5
0

円
＋
税
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　

　市
社
会
福
祉
協
議
会

　障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

　☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7

生涯において食べる楽しみを
持ち続け、歯と全身の健康を
保つために、ぜひ、ご活用く
ださい。

朗
読
奉
仕
員 

養
成
講
座

（
全
12
回
）

手
話
奉
仕
員 

養
成
講
座

（
全
40
回
）

歯
周
疾
患
検
診
を
受
診
し

ま
し
ょ
う

健
康
・
福
祉

歌
っ
て
介
護
予
防
！

『
あ
の
歌 

こ
の
歌 
楽
し
い

時
間
』〜
い
つ
ま
で
も
素
敵

な
あ
な
た
で
い
る
た
め
に
〜

〜
献
血
に
ご
協
力
を
〜

気
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

「
が
ん
検
診
推
進
事
業
」

〜
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
配
布
の
お
知
ら
せ
〜

ピ
ー
チ
ピ
チ
体
操
教
室

ピーチ①
▶定員20人

ピーチ②
▶定員15人

ピーチ③
▶定員20人

ピーチ④
▶定員25人

6月18日・25日、7月
2日・9日・16日・23
日
10月1日・8日・15日
・22日・29日、11月
5日
11月12日・19日・
26日、12月3日・10
日・17日
平成27年1月14日・
21日・28日、2月4日
・18日・25日

椅子での体操
を学びたい

畳での体操を
学びたい

椅子での体操
を学びたい

とにかく体を
動かしたい

教室名 内　容 日　程 場　所

石和保健福祉
センター 3階

御坂農村環境
改善センター

石和保健福祉
センター 3階

春日居福祉保健
センター

無料子宮頸がん検診対象者（女性のみ）

２０歳 平成5年（1993）４月２日～平成6年（1994）４月１日
年  齢 生年月日

無料大腸がん検診対象者（男女）

４０歳
４５歳
５０歳
５５歳
６０歳

昭和48年（1973）４月２日～昭和49年（1974）４月１日
昭和43年（1968）４月２日～昭和44年（1969）４月１日
昭和38年（1963）４月２日～昭和39年（1964）４月１日
昭和33年（1958）４月２日～昭和34年（1959）４月１日
昭和28年（1953）４月２日～昭和29年（1954）４月１日

年  齢 生年月日

無料乳がん検診対象者（女性のみ）

４０歳 昭和48年（1973）４月２日～昭和49年（1974）４月１日
年  齢 生年月日
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

6
月
の
ベ
ビ
ー
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ケ
ア

　
オ
イ
ル
を
使
っ

た
3
回
コ
ー
ス
の

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
、
親
子
の
き

ず
な
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学

ぶ
時
間
や
マ
マ
友
と
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▼
日
時
　
6
月
11
日（
水
）・
19
日（
木
）

・
25
日（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
定
員
　
10
組
※
最
小
実
施
組
数
3
組

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円

（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽

C
D
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

■
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
・
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人 

　H
appy Space 

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）0
2
1
8

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
小
物
を
作
り
ま

し
ょ
う

　
色
と
り
ど
り
の
羊
毛
を
編
み
こ
ん
で

自
分
だ
け
の
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
せ

ん
か
。

▼
対
象
　
未
就
学
児
の
親
子

▼
日
時
　
6
月
25
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
１
階

　
研
修
室
・
会
議
室

▼
講
師
　
神
津
葉
子
氏
（
ウ
ー
ル
ク
ラ

フ
ト
ク
ラ
ブ
糸
車
主
宰
）　

▼
定
員
　
10
人

▼
参
加
費
　
材
料
費
6
0
0
円

▼
持
ち
物
　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品

・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
（
コ
ー
ス
タ
ー

作
り
で
使
用
し
ま
す
） 

※
9
月
か
ら
は
毎
月
開
催
予
定

第
1
回 

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
を

楽
し
も
う
！

〜
遊
び
は
、
脳
の
栄
養
素
！
〜

　
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
の
発
達
に
と
っ

て
、
身
体
を
た
く
さ
ん
動
か
す
遊
び
や

い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
触
る
と
い
う
遊
び

は
、
と
て
も
大
切
で
す
。
子
ど
も
に
と

っ
て
遊
び
が
ど
の
よ
う
に
大
切
な
の

か
、
そ
の
目
的
や
意
味
を
健
康
科
学
大

学
の
原
國
優
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
親
子
で
触

れ
合
っ
て
身
体
を
た
く
さ
ん
動
か
し
て

遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
生
後
6
カ
月
か
ら
就
学
前
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▼
日
時
　
6
月
26
日（
木
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
石
和
第
五
保
育
所
ホ
ー
ル

▼
定
員
　
10
組
　
　
▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品

・
飲
み
物

※
第
2
回
は
、
11
月
14
日（
金
）に
開
催

予
定
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
き
っ
ず
い
さ
わ

　
☎
0
5
5（
2
2
5
）5
0
5
7

　
県
立
盲
学
校
に
は
、
視
覚
障
害
の
あ

る
方
の
職
業
自
立
を
目
指
し
た
職
業
学

科
が
高
等
部
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
、
学
校
見
学
お
よ
び
入
学

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
学
校
見
学
お
よ
び
入
学
相
談

○
場
所
　
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下
飯

田
2
|
10
|
2
）

•
年
間
を
通
し
て
電
話
お
よ
び
E
メ
ー
ル

に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

•
毎
週
水
・
木
曜
日
の
午
前
9
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
を
見
学

・
相
談
日
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

▼
授
業
見
学
週
間

　
7
月
7
日（
月
）〜
11
日（
金
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
な
ど
、
見

え
方
や
目
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

7
月
5
日（
土
）、
7
月
6
日（
日
）

8
月
30
日（
土
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
県
立
盲
学
校

▼
相
談
費
用
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
開
催
週
の
木
曜
日
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
県
立
盲
学
校

　
☎
0
5
5（
2
2
6
）3
3
6
1

　
℻
0
5
5（
2
2
6
）3
3
6
2

　
E
メ
ー
ル
　ysvi@

kai.ed.jp

ア
ロ
マ
教
室「
日
焼
け
止
め
ク
リ

ー
ム
＆
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
作
り
」

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
大
活
躍
で
す
。

子
ど
も
に
安
心
な
材
料
で
手
作
り
し
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時
　
6
月
17
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　
集
団
指
導

室
▼
定
員
　
未
就
学
児
親
子 

先
着
15
組

　（
託
児
付
1
人
1
0
0
円
）

▼
参
加
費
　
8
0
0
円

救
急
法
を
学
び
ま
し
ょ
う

　
子
育
て
中
に
、
も
し
も
の
こ
と
が
起

こ
っ
た
時
、
慌
て
ず
に
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
救
急
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

市
消
防
本
部
職
員
が
指
導
に
当
た
り
ま

す
。

▼
対
象
　
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
6
月
27
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館

　
集
団
指
導
室

▼
内
容
　
心
肺
蘇
生
・
熱
中
症
対
策

▼
定
員

　
15
組
（
託
児
付
1
人
1
0
0
円
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）5
2
5
2

親
子
で
学
ぼ
う
歯
の
話

▼
対
象
　
未
就
園
児
親
子

▼
日
時
　
6
月
11
日（
水
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

▼
場
所
　
み
さ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
遊
戯
室
（
ホ
ー
ル
）

▼
講
師
　
医
療
法
人 

親
江
会
　
キ
ッ
ズ

エ
マ
デ
ン
タ
ル
Dr
平
石
賢
志
先
生

▼
内
容
　
家
庭
で
実
践
虫
歯
予
防
・
仕

上
げ
み
が
き
の
コ
ツ

▼
定
員
　
30
組
（
要
予
約
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
ハ
ン
カ
チ
（
ハ
ン
ド
タ
オ

ル
）・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

救
急
法
講
座

　
親
子
で
危
険
か
ら
身
を
守
る
方
法
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
未
就
園
児
親
子

▼
日
時
　
6
月
17
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
き
っ
ず
み
さ
か

▼
定
員
　
30
組
（
要
予
約
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

誕生日サークル参加者募集　同じ誕生月の友達と一緒に遊んだり、
バースデーカード作りをして楽しみましょう。
▶対象　表に該当のある市内在住の親子　▶場所　子育て支援センター きっず
みさか　▶参加費　無料　▶申込期限　1回目の活動日前日

【1回目】

【2回目】
【3回目】

【4回目】

平成25年7月生まれ

平成24年7月生まれ

平成23年7月生まれ

7月
4日（金）
11日（金）
18日（金）
25日（金）

午前10時
　～10時30分
午前10時40分
　　～11時10分
午前11時20分
　　～11時50分

自己紹介・おしゃ
べりタイム
誕生日カード作り
スタンプで手型・
足型
お誕生日会

■問合せ先　教育総務課　総務担当　☎055（261）3336

もうすぐ１才

もうすぐ２才

もうすぐ３才

10組

10組

10組

サークル名 定員 対象年齢 活動日 時　間 活動内容

■申込・問合せ先　子育て支援センター きっずみさか☎055（261）8688

平成26年度私立幼稚園就園奨励費
補助事業のお知らせ
▶対象　市内に住所を有し、私立幼稚園に在園す
る満3歳～5歳の園児の保護者。通園している私
立幼稚園の所在地は市内・市外を問いません。
▶申請方法　書類を添えて通園している幼稚園に
提出してください。詳細については、通園して
いる幼稚園からお知らせします。

生活保護法の規定による保護
を受けている世帯および当該
年度に納付すべき市民税が非
課税の世帯

当該年度の市民税の所得割額
が211,200円以下の世帯 

当該年度の市民税の所得割額
が77,100円以下の世帯

当該年度の市民税の所得割額
が非課税の世帯

第3子以降

146,200円

110,800円

84,200円

59,200円

165,000円

146,000円

114,000円

253,000円

248,000円

243,000円

190,000円 260,000円1

2

3

4

区　　分 補助額（年額）
第1子 第2子

平成26年度 補助額区分表

県
立
盲
学
校
の
見
学
お
よ

び
入
学
相
談

「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」か
ら

の
お
知
ら
せ

「
き
っ
ず
み
さ
か
」か
ら
の

お
知
ら
せ

夏
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
相

談
会

「
き
っ
ず
い
さ
わ
」か
ら
の

お
知
ら
せ

子 

育 

て

「H
appy S

pace 

ゆ
う

ゆ
う
ゆ
う
」
か
ら
の
お
知

ら
せ
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

農作業の種類 区            分 単価（円） 備　　　　　　考

果　樹

一　般

その他
作　業

共選出荷作業

直   売   所　関　係

水　田

剪    　　定

誘引　つる伏
摘粒　摘果
袋掛
ジベ処理
収穫
その他

一般農作業

病害虫防除
畑耕うん 中耕

除          草

6月～９月

耕起代かき
代かき
機械田植え
稲刈り
脱穀

一           日
時           給

時           給

時 給

時 給

一般
大・高校生

１０a　1回
１０a　1回
一般農地１０a
荒廃農地１０a
特殊性があるため各共選場で決めてください

一般男女
大学生
高校生
１０a
１０a
１０a
１０a
１０a

10,000
1,250

900

900
850
7,000
10,000
6,000
20,000

800
750
700

13,000
7,000
9,000
9,000
9,000

労働時間：１日8時間
午前8時～午後6時
賄いなし
休憩：午前午後　各30分

薬剤：依頼者負担
機械燃料：請負者負担

棚、資材、樹木処理別途協議

賄いなし

賄いなし
機械燃料：請負者負担

　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
地

方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
・
減
災

の
た
め
の
事
業
に
要
す
る
費
用
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
臨
時
特
例
法
（
※
）

に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
の
間
、
個
人
市
民
税
及
び
個

人
県
民
税
の

均
等
割
額
が

そ
れ
ぞ
れ
５

０
０
円
ず
つ

引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
　

　
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
命

と
財
産
を
守

る
施
策
の
重

要
な
財
源
と

な
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま

す
。

※
臨
時
特
例

法
…
「
東

日
本
大
震

災
か
ら
の

復
興
に
関

し
地
方
公

共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の

施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る

地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
」（
平
成
23
年
12
月
2
日
公
布
）

個
人
の
住
民
税
に
つ
い
て

　
個
人
住
民
税
（
市
民
税
・
県
民
税
）

は
、
そ
の
年
の
1
月
1
日
現
在
に
住
ん

で
い
る
市
町
村
で
、
前
年
1
年
間
の
所

得
に
対
し
て
課
さ
れ
る
税
で
す
。
市
内

に
住
所
ま
た
は
事
務
所
等
を
有
す
る
個

人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
住
民
税
は
、
市
内
に
住

所
ま
た
は
事
務
所
等
を
有
す
る
人
が
均

等
の
額
に
よ
っ
て
負
担
す
る
均
等
割

と
、
そ
の
人
の
所
得
金
額
に
応
じ
て
負

担
す
る
所
得
割
の
2
つ
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
市
で
は
、
地
震
に
強
い
家
を
目
指
し

て
、
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
等
に

対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

無
料
耐
震
診
断

▼
対
象
　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

住
宅

○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅
（
同
年
6
月
1
日
以
降
に

増
築
を
行
っ
た
場
合
も
可
）

○
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
2
階

建
て
以
下
の
住
宅
（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
な
ど
は
対
象

外
）

○
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
も
の

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有

し
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
（
複
数
の

住
宅
所
有
者
の
場
合
は
、
主
に
居
住

し
て
い
る
1
棟
が
対
象
で
す
）

▼
募
集
戸
数
　
50
戸

▼
診
断
費
用
　
無
料
（
市
が
全
額
負
担
）

▼
申
込
期
間
　
6
月
9
日（
月
）〜
7
月

18
日（
金
）

▼
申
込
方
法
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま

た
は
各
支
所
に
備
え
て
い
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

耐
震
改
修
工
事
等

　
耐
震
診
断
で
総
合
評
点
1
・
0
未
満

と
判
定
さ
れ
た
個
人
住
宅
（
自
己
用
）

に
つ
い
て
、
耐
震
改
修
、
耐
震
建
替
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
を
行
う
場

合
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　
計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
4

5
年
一
括
納
付
・
単
年
一
括
納
付

の
場
合

　
納
付
期
間
は
、
6
月

2
日（
月
）〜
13
日（
金
）

で
す
。
口
座
振
替
を
希

望
さ
れ
た
方
は
、
6
月

13
日（
金
）に
指
定
口
座

か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
。

※
決
め
ら
れ
た
納
期
ま
で
に
一
括
納
付

さ
れ
る
と
、
そ
の
対
象
期
間
に
応
じ

て
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
納
期
限
日
ま
で
に
お
支
払
い
を

さ
れ
な
か
っ
た
（
口
座
振
替
が
で
き

な
か
っ
た
）
方
は
、
自
動
的
に
支
払

方
法
が
報
奨
金
な
し
の
分
割
納
付
に

切
り
替
わ
り
ま
す
。

分
割
納
付
の
場
合

　

　
第
1
期
の
納
期
限
日
は
、
6
月
30
日

（
月
）で
す
。
口
座
振
替
の
場
合
は
、
6

月
25
日（
水
）に
指
定
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
下
水
道
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

　
現
況
届
は
、
年
金
受
給
権
者
の
方
が

年
金
を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
否
か

に
つ
い
て
、
毎
年
1
回
確
認
す
る
も
の

で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方
へ
は
、

5
月
末
日
頃
に（
独
）農
業
者
年
金
基
金

か
ら
現
況
届
の
用
紙
が
直
接
受
給
権
者

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
期
限
内
に
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
は

11
月
の
支
払
い
（
8
・
9
・
10
月
分
）

か
ら
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
年
金
の

支
払
い
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

▼
提
出
期
限
・
提
出
先

○
6
月
2
日（
月
）〜
30
日（
月
）

○
市
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
支

所
▼
現
況
届
の
書
き
方

受
給
権
者
自
ら
署
名
・
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
受
給
権
者
本
人
が
署
名
・

記
入
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
人

（
親
族
等
）
が
「
受
給
権
者
」
お
よ

び
「
代
理
人
」
の
欄
に
署
名
・
記
入

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
経
営
移
譲

（
特
例
付
加
）
年
金
の
受
給
権
者
の

方
は
、
現
況
届
裏
面
の
支
給
停
止
に

関
す
る
事
項
を
お
読
み
い
た
だ
き
、

支
給
停
止
に
該
当
し
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
の
上
、
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
農
地
を
新
た
に
取
得
ま
た
は
借
り
入

れ
た
り
、
貸
し
付
け
て
い
た
農
地
の

返
還
を
受
け
、
農
業
経
営
を
再
開

（
農
業
所
得
の
申
告
等
）
す
る
と
支

給
停
止
に
該
当
し
ま
す
。

▼
後
継
者
に
移
譲
し
た
農
地
を
売
買
、

移
転
し
た
場
合
は
支
給
停
止
に
該
当

し
ま
す
。
経
営
移
譲
年
金
は
支
給
停

止
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
年
金
は
受
給

で
き
ま
す
（
農
業
委
員
会
に
届
出
が

必
要
）。

※
道
路
等
土
地
収
用
該
当
事
業
（
公
共

事
業
）
で
収
用
さ
れ
た
場
合
、
ま
た

は
直
系
卑
属
で
あ
る
子
ど
も
の
住
宅

建
築
の
た
め
の
転
用
、
買
い
換
え
・

交
換
す
る
た
め
の
返
還
等
に
該
当
す

る
場
合
は
支
給
停
止
に
は
な
り
ま
せ

ん
（
農
業
委
員
会
に
届
出
が
必
要
）。

▼
経
営
移
譲
（
特
例
付
加
）
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
の
次
の
名
義
は
必
ず

後
継
者
（
経
営
主
）
と
な
り
ま
す
。

○
農
業
所
得
に
か
か
る
納
税
申
告
の
名

義
○
農
業
協
同
組
合
員
名
義

○
土
地
改
良
区
の
組
合
員
名
義

○
農
業
共
済
の
組
合
員
名
義

○
転
作
助
成
金
の
申
請
名
義

■
問
合
せ
先
　
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
3
8

【
変
更
内
容
】

　
農
用
地
利
用
権
の
新
規
設
定
時
に
、

１
０
０
０
㎡
あ
た
り
2
万
円
（
以
前
は

3
万
円
）
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
農

用
地
利
用
権
の
更
新
時
に
、
１
０
０
０

㎡
あ
た
り
1
万
円
を
新
た
に
交
付
し
ま

す
。

　
な
お
、
認
定
農
業
者
加
算
や
遊
休
荒

廃
農
地
加
算
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど

お
り
新
規
設
定
時
の
み
加
算
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
交
付
対
象
者
や
交
付
条
件

に
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
い
補
助
金
の
内
容
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

経
営
移
譲（
特
例
付
加
）年
金

受
給
権
者
確
認
事
項（
参
考
）

平成２6年度 農作業雇用標準賃金表
　農作業労働の標準賃金について、笛吹市農業労働力対策協議会におい
て、市の実情等を考慮の上、次のとおり決定しました。雇主並びに農業従
事者の方は、参考にしてください。 平成26年4月24日決定

■問合せ先
　笛吹市農業労働力対策協議会（農林振興課内）　☎055（262）4111

地
震
に
備
え
て
・
耐
震
化

支
援

平
成
26
年
4
月
に
農
地
流
動

化
奨
励
補
助
金
交
付
要
綱
が

改
正
さ
れ
、補
助
金
額
の
一
部

が
変
更
に
な
り
ま
し
た

平
成
26
年
度
か
ら
適
用
さ

れ
る
個
人
住
民
税（
市
民

税
・
県
民
税
）の
税
制
改
正

に
つ
い
て

〜
農
業
者
年
金
受
給
権
者

の
皆
さ
ん
へ
〜

現
況
届
提
出
の
お
願
い

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

対
象
者
の
納
付
受
付
を
開
始

県民税（※森林環境
税500円を含む）

均 等 割

合 計

市 民 税

現　行
（平成25年度まで）

3,000円

1,500円

4,500円

特 例 期 間
（平成26年度から
　　平成35年度まで）

3,500円

2,000円

5,500円
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　『
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
』
は
、
平
成

20
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
笛
吹
市

出
身
の
方
や
笛
吹
市
に
縁
の
あ
る
皆
さ

ん
か
ら
貴
重
な
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
こ
の
貴
重
な
ご
寄
附
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
（
使
途

目
的
を
指
定
し
て
い
た
だ
い
た
事
業
）

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
22
名
、
合
計
１
１
３

万
6
0
0
0
円
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　『
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
』
は
、
ふ
る
さ

と
笛
吹
市
に
対
す
る

「
応
援
し
た
い
」・

「
貢
献
し
た
い
」
と

い
う
思
い
を
寄
附
金

と
い
う
か
た
ち
で
実

現
で
き
る
制
度
で

す
。
よ
り
多
く
の
方

か
ら
の
お
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

ふ
る
さ
と
納
税

　
　制
度
と
は
…

　
新
た
に
税
を
納
め

る
も
の
で
は
な
く
、

ふ
る
さ
と
（
自
分
が

貢
献
し
た
い
と
思
う

市
町
村
等
）
へ
の
寄

附
金
の
こ
と
で
す
。

個
人
が
2
0
0
0
円

を
超
え
る
寄
附
を
行

っ
た
と
き
、
住
民
税
と
所
得
税
か
ら
一

定
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
寄
附
先
の
「
ふ
る
さ
と
」
に
は
定
義

が
な
く
、
出
身
地
以
外
で
も
「
お
世
話

に
な
っ
た
ふ
る
さ
と
」
や
「
こ
れ
か
ら

応
援
し
た
い
ふ
る
さ
と
」
な
ど
、
各
自

が
思
う
ふ
る
さ
と
を
自
分
で
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
今
年
も
夏
休
み
期
間

中
に
合
わ
せ
、
八
代
中

央
プ
ー
ル
・
東
部
プ
ー

ル
を
開
設
し
ま
す
。

▼
開
設
期
間

　
7
月
20
日（
日
）〜
8
月
24
日（
日
）

※
月
曜
定
休
、
祭
日
の
場
合
は
翌
日

▼
開
設
時
間

　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　
午
後
1
時
〜
3
時
45
分

▼
カ
ー
ド
発
行
場
所

　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館

　
御
坂
体
育
館

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

※
プ
ー
ル
で
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
カ
ー
ド
発
行
期
間

　
6
月
1
日（
日
）〜
7
月
18
日（
金
）

■
問
合
せ
先

　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）4
6
5
0

▼
日
時
　
平
成
27
年
1
月
11
日（
日
）

　
受
付
　
午
後
1
時
　

　
開
式
　
午
後
1
時
30
分

▼
対
象
　
平
成
6
年
4
月
2
日
〜
平
成

7
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※
市
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
笛
吹
市

成
人
式
に
参
加
希
望
の
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9

▼
日
時
・
場
所

○
6
月
6
日（
金
）　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
（
受
付
　
午
後
4
時
ま
で
）

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
6
月
22
日（
日
）　
午
前
9
時
〜
正
午

（
受
付
　
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合

は
、
結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L

版
写
真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分

証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課
　

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
日
時
　
6
月
18
日（
水
）　
　

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　

▼
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

る
と
と
も
に
、
人
権
侵
犯
事
件
の
被
害

者
の
救
済
や
人
権
擁
護
制
度
等
の
普
及

を
図
る
た
め
、
甲
府
地
方
法
務
局
に
よ

り
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
所
が
開
設

さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
4
日（
水
）　

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
日
時
　
6
月
18
日（
水
）　

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
2
階

　
2
0
1
会
議
室

■
問
合
せ
先

　（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
6
3
8

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
民
間
の
人
た
ち
で
、
人
権
意
識

を
高
め
る
た
め
の
様
々
な
人
権
啓
発
活

動
や
、
人
権
相
談
に
応
じ
た
り
、
人
権

侵
害
に
よ
る
被
害
者
を
救
済
す
る
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
権
に
関

し
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
人
権
擁
護
委
員

○
石
和
地
区

・
網
倉
義
久
氏
　
　
・
神
宮
司
昭
子
氏

・
神
宮
司
由
則
氏
　
・
北
澤
三
津
子
氏

・
岩
野
秀
夫
氏
　
　
・
渡
邉
明
文
氏

○
御
坂
地
区

・
若
尾
光
明
氏
　
　
・
加
藤
壽
一
氏

○
一
宮
地
区

・
山
田
順
子
氏
　
　
・
酒
井
明
子
氏

・
三
枝
千
瑞
氏

○
八
代
地
区

・
前
島
英
雄
氏
　
　
・
芦
澤
憲
一
郎
氏

○
境
川
地
区

・
田
中
千
恵
子
氏

○
春
日
居
地
区

・
田
草
川
睦
美
氏
　
・
石
原
均
氏

※
各
委
員
へ
相
談
し
た
い
場
合
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課
　

　
☎
0
5
5（
2
5
2
）7
2
3
9

・
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　ま
た
、
電
話
で
気
軽
に
相
談
で
き
る

「
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番
」
や
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
お
よ
び
、

学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内

に
お
け
る
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番

　
☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
0
5
7
0
―
0
7
0
―
8
1
0

・
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

　
☎
0
1
2
0
―
0
0
7
―
1
1
0

※
P
H
S
、
一
部
の
I
P
電
話
な
ど
か

ら
は
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

ゆ
か
り

人
権
擁
護
委
員
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

不
動
産
に
関
す
る

無
料
相
談

多
重
債
務
者
の
た
め
の
無

料
相
談
会

市
営
プ
ー
ル
開
設

の
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税
で
笛
吹
市

を
応
援
し
て
く
だ
さ
い

相

　談

お
知
ら
せ

結
婚
相
談
所

特
設
人
権
相
談
所

平
成
27
年
笛
吹
市
成
人
式

実り多い産業と人々が集うまちづ
くりを推進するための事業

環境にやさしく、安心して健やか
に暮らせるまちづくり推進のため
の事業

地域の将来を担う子どもたちの健
全育成を推進するための事業

活用方法は市に一任
※本年2月の豪雪による農業被害復
旧等への活用を希望された方が
多くいらっしゃいました。

平成25年度にご寄附をいただいた皆さん

小池　泰之　様（大阪府高槻市）
櫻井　静江　様（埼玉県さいたま市）
植松　眞生　様（笛吹市）

標　　巻三　様（東京都港区）
谷井　克彦　様（奈良県天理市）
匿名（2名）

佐藤　行雄　様（東京都江戸川区）
石原　能郎　様（東京都目黒区）

久保嶋　仁　様（甲府市）
渡辺　賢治　様（甲府市）
駒木　勝一　様（岩手県盛岡市）
角田　敏男　様（東京都杉並区）
前島　末男　様（埼玉県川口市）
榎本　江美子様（神奈川県横浜市）
匿名（7名）

スコレーセンター
御坂農村環境改善センター

八代総合会館
境川総合会館

芦川ふるさと総合センター

お　　名　　前 使　途　目　的

▼会場
石 和 会 場
御 坂 会 場

一 宮 会 場

八 代 会 場
境 川 会 場

春日居会場

芦 川 会 場

いちのみや桃の里ふれあい
文化館

春日居あぐり
情報ステーション
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vol .108

　4
・
5
月
に
市
内
各
地
区
で
狂
犬

病
集
合
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
だ
注
射
を
し
て
い
な
い
犬

の
飼
い
主
の
方
は
早
め
に
動
物
病

院
で
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
注
射
を
受
け
る
と
動
物

病
院
か
ら
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま

す
の
で
、
環
境
推
進
課
ま
た
は
各

支
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
注

射
済
票
を
交
付
し
ま
す
。

（
手
数
料
5
5
0
円
）

　暖
か
く
な
り
ノ
ミ
や
ダ
ニ
の
活

動
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

駆
除
薬
に
は
ス
ポ
ッ
ト
式
、
ス
プ

レ
ー
、
首
輪
、
シ
ャ
ン
プ
ー
等
い

ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
か
か
り
つ
け

の
獣
医
師
等
に
相
談
し
愛
犬
・
愛

猫
に
合
っ
た
も
の
を
使
用
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
皮
膚
炎
の
よ
う
な

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
現
れ
た
時
は

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　6
月
28
日（
土
）

○
開
場
・
展
示
・
応
募
受
付

　午
前
9
時
〜
9
時
55
分

○
抽
選
会
・
搬
出

　午
前
10
時
5
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　甲
府
市
環
境
セ
ン
タ
ー

車
庫
棟
南
側

■
問
合
せ
先

　甲
府
市
環
境
部
廃

棄
物
対
策
室
減
量
課

　☎
0
5
5（
2
4
1
）4
3
2
7

■
問
合
せ
先

　環
境
推
進
課

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

月
に
市
内
各
地
区
で
狂
犬

飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防

注
射
を
し
て
い
な
い
方
へ

▼
日
時

　

28
日（
土
）

「
な
で
し
こ
フ
ェ
ア
」

再
生
自
転
車（
大
人
用
・
子
ど

も
用
全
50
台
）の
頒
布

は
ん
ぷ

　暖
か
く
な
り
ノ
ミ
や
ダ
ニ
の
活

愛
犬
・
愛
猫
の
ノ
ミ
・
ダ
ニ

対
策
は
大
丈
夫
で
す
か
？

〜
動
物
愛
護
推
進
員
か
ら
の

　お
知
ら
せ
〜

・
良
く
見
て
分
別

　ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い
　資
源
ゴ
ミ

・
や
さ
し
い
対
話
を

　未
来
に
引
継
ぐ
　地
球
の
自
然

（
田
中 

時
彦
さ
ん
の
作
品
）

今
月
の

環
境
標
語

分別 Q A&
Q

A

　広報紙やフリーペーパーのような薄い紙冊子
は、ミックスペーパー or 資源物どちらの日に
出すの？
　どちらに出していただいても処理はできます
が、雑紙としてミックスペーパーで出すよりも、
資源物の日に雑誌や本の分類として出してい
ただいた方が、有償で売却でき、そのお金
は地域へ還元されます。冊子になっているも
のについては、資源物の日に出していただく
ようお願いします。

　4月30日に笛吹市連合区長会が開
催され、平成26年度の理事として各
地域の区長会代表者14名に委嘱を行
いました。
　また、会長に内藤運富氏（一宮町
区長会会長）、副会長に樋口猛氏（八
代町区長会会長）が就任しました。
　連合区長会は、各地域の区長会相
互の連携を図るとともに、自治会組
織の均衡ある発展と笛吹市全体のよ
り良い地域づくりを目指すため設置
されています。
　委嘱を行ったのは次の方々です。
（敬称略）

職　名
会　長
副会長
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事

氏　名
内藤　運富
樋口　　猛
土屋　光昭
橘田　良也
保崎　　雄
橘田　和人
丸山　嶺男
久保　貴宣
　宮　富美雄
　合　廣行
山﨑　光世
窪田　公喜
小林　　幸
丸山　喜久

地域区長会役職
一宮町区長会会長
八代町区長会会長
石和町区長会会長
石和町区長会副会長
御坂町区長会会長
御坂町区長会副会長
一宮町区長会副会長
八代町区長会副会長
境川町区長会会長
境川町区長会副会長
春日居町区長会会長
春日居町区長会副会長
芦川町区長会会長
芦川町区長会副会長

■問合せ先　総務課　総務担当　☎055（262）4111

笛吹市連合区長会理事に 14名 を委嘱

平成26年度笛吹市連合区長会理事

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　日
ご
ろ
鍛
え
た
救

助
技
術
を
披
露
し
、

互
い
の
知
識
や
技
術

の
向
上
を
目
的
に
、

第
41
回
山
梨
県
消
防

救
助
技
術
大
会
が
行

わ
れ
ま
す
。

　市
消
防
本
部
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た

大
会
で
障
害
突
破
訓
練
に
お
い
て
3
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　今
年
度
も
角
田
隊
長
以
下
総
勢
19
人

が
出
場
を
予
定
し
、
日
々
訓
練
に
励
ん

で
い
ま
す
。
大
会
当
日
は
、
一
般
の
方

の
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
日
時

　6
月
11
日（
水
）
午
前
9
時

〜
午
後
3
時
40
分（
予
定
）雨
天
順
延

▼
場
所

　東
山
梨
消
防
本
部

　塩
山
消

防
署
訓
練
場
内
（
甲
州
市
塩
山
西
広

門
田
3
8
5
）

■
問
合
せ
先

　市
消
防
本
部

　☎
0
5
5（
2
6
1
）0
1
1
9

　労
働
保
険
と
は
「
労
災
保
険
」
と
「
雇

用
保
険
」
と
を
総
称
し
た
言
葉
で
す
。

ま
た
、
一
般
拠
出
金
と
は
、
ア
ス
ベ
ス

ト
健
康
被
害
者
の
救
済
費
用
に
充
て
る

た
め
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
負
担
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　こ
れ
ら
の
年
度
更
新
手
続
き
は
、
6

月
1
日
か
ら
7
月
10
日
の
間
に
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
雇
用
保
険
の
適
用
と
な
る
方

は
、
①
1
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20

時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
、
②
31
日
以
上

の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
こ
と
の
2
点
を

満
た
す
場
合
で
す
。
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　☎
0
5
5（
2
2
5
）2
8
5
2

　甲
府
労
働
基
準
監
督
署
（
労
災
課
）

　☎
0
5
5（
2
2
4
）5
6
1
9

泥
棒
の
入
り
や
す
い
場
所
…
泥
棒
が
家

に
入
る
方
法
は
、
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
入

る
方
法
よ
り
も
カ
ギ
の
か
か
っ
て
い
な

い
場
所
か
ら
侵
入
す
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　被
害
防
止
の
基
本
は
戸
締
ま
り
で

す
。
短
時
間
の
外
出
（
ゴ
ミ
出
し
、
近

所
へ
の
買
い
物
等
）
で
あ
っ
て
も
確
実

に
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
泥
棒
の
中
に
は
、
玄
関
の
近

く
に
隠
し
た
カ
ギ
を
見
つ
け
て
入
る
者

も
い
ま
す
。
カ
ギ
を
ポ
ス
ト
や
植
木
鉢

の
下
な
ど
に
隠
し
た
り
す
る
こ
と
も
避

け
ま
し
ょ
う
。

狙
わ
れ
や
す
い
住
宅
…
家
の
周
り
に
高

い
壁
や
、
樹
木
で
囲
ま
れ
見
通
し
の
悪

い
状
態
だ
と
侵
入
し
て
も
周
り
か
ら
見

え
に
く
い
の
で
泥
棒
に
狙
わ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

　泥
棒
の
中
に
は
、
家
の
中
に
人
が
い

な
い
か
を
確
認
す
る
者
も
い
ま
す
。
暗

く
な
っ
て
も
洗
濯
物
が
干
し
た
ま
ま

や
、
部
屋
の
灯
り
が
つ
か
な
い
家
は
、

留
守
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　こ
れ
ま
で
カ
ギ
を
か
け
て
い
な
く
て

も
泥
棒
被
害
に
遭
わ
な
か
っ
た
の
は
、

「
運
が
良
か
っ
た
」
だ
け
で
す
。
今
度

は
あ
な
た
の
家
を
狙
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

■
問
合
せ
先

　笛
吹
警
察
署

　刑
事
第
一
課

　☎
0
5
5（
2
6
2
）0
1
1
0

県
消
防
救
助
技
術
大
会
に

出
場
！

〜
泥
棒
の
被
害
防
止
は

　
　戸
締
ま
り
か
ら
！
〜

労
働
保
険
料
と
一
般
拠
出

金
の
申
告
・
納
付
は
お
早

め
に

　〜
6
月
1
日
か
ら

7
月
10
日
ま
で
に
〜

ロープ渡過訓練に励む選手ロープ応用登はん訓練に励む選手

下
矢
田
応
急
仮
設
住
宅
自
治
会 

様

（
福
島
県
い
わ
き
市
鹿
島
町
）

※
関
連
記
事
29
ペ
ー
ジ

【
雪
害
寄
附
】

上
矢
利
代 

様

（
一
宮
町
北
野
呂
）

【
児
童
用
図
書
】

笛
吹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長

向
山
秀
男 

様

【
時
計
（
セ
イ
コ
ー
ア
ウ
ト
ド
ア
ク

ロ
ッ
ク
）
1
基
】

　笛
吹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
50
周
年

を
記
念
し
、
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
時
計
は
、

石
和
温
泉
駅
前
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
和
温
泉
駅
前
で
時
を
刻
み
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
お
出

迎
え
し
ま
す
。

ご
寄
附

い
た
だ
き
ま
し
た
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入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

笛吹市小中学校備品（事務機器等）購入

笛吹市小中学校備品（電化製品）購入

公用車（軽貨物車ワンボックスタイプ2WD)購入

公用車（軽貨物車ワンボックスタイプ4WD)購入

公用車（小型貨物車バンタイプ4WD）購入

公用車（軽トラック4WD)購入

笛吹市水道水水質検査業務委託

芦川小学校屋内運動場建設機械設備工事

下水道関連舗装緊急補修業務委託

緊急舗装修繕業務委託1

緊急舗装修繕業務委託2

舗装本復旧工事第1工区（石和）

舗装本復旧工事第2工区（一宮）

下水道施設緊急補修業務委託

林道維持管理業務委託

農業用施設緊急補修業務委託(1工区)

農業用施設緊急補修業務委託(2工区)

農業用施設緊急補修業務委託(3工区)

農業用施設緊急補修業務委託(4工区)

市道6259号線道路改良工事

緊急維持修繕業務委託1

緊急維持修繕業務委託2

緊急維持修繕業務委託3

八代支所印刷機購入

司書用パソコン購入

笛吹市役所分室他事務用備品購入

石和平等川河川公園緑地管理業務委託

石和ふれあいゾーン緑地管理業務委託

下水道関連配水管布設替工事第2工区（小石和）

下水道関連配水管布設替工事第1工区（小石和）

笛吹市営八代村上団地２号棟及び集会室修繕工事

春日居小学校プール付属施設改修工事

下水道管渠布設工事第2工区（石和）

下水道管渠布設工事第1工区(石和)

市内各小中学校

市内各小中学校

市消防署

市役所

市役所

市役所

市役所

市全域

芦川町中芦川

市内全域

石和町・一宮町・春日居町

御坂町・八代町・境川町・芦川町

石和町小石和

一宮町本都塚

市内全域

御坂町・境川町・芦川町

石和町・春日居町

御坂町・一宮町

八代町・境川町

芦川町

春日居町鎮目

石和町

一宮町、春日居町

御坂町・八代町・境川町・芦川町

八代町南

市内各小中学校

石和町市部

芦川町上芦川

石和町広瀬

石和町市部

石和町小石和

石和町小石和

八代町岡

春日居町桑戸

石和町小石和

石和町松本

平成26年4月15日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成26年4月22日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

協議随契

くじによる

¥4,185,000

¥2,386,000

¥2,600,000

¥888,149

¥961,852

¥1,507,804

¥2,279,799

¥3,954,000

¥8,990,000

¥2,920,000

¥9,500,000

¥9,340,000

¥12,000,000

¥5,500,000

¥1,480,000

¥3,900,000

¥6,950,000

¥7,100,000

¥7,600,000

¥2,600,000

¥6,880,000

¥6,950,000

¥7,600,000

¥10,350,000

¥992,000

¥1,579,950

¥4,886,000

¥1,750,000

¥1,350,000

¥6,050,000

¥9,000,000

¥26,680,000

¥14,400,000

¥19,500,000

¥6,410,000

¥17,880,000

¥4,289,000

¥2,436,000

¥2,636,000

¥1,053,000

¥1,204,600

¥1,748,000

¥3,365,000

¥16,935,000

¥10,250,000

¥2,990,000

¥9,550,000

¥9,440,000

¥12,300,000

¥5,550,000

¥1,870,000

¥5,210,000

¥9,140,000

¥9,200,000

¥8,940,000

¥3,450,000

¥9,100,000

¥9,480,000

¥9,460,000

¥13,930,000

¥1,050,000

¥3,090,000

¥5,400,000

¥1,780,000

¥1,610,000

¥6,650,000

¥9,380,000

¥27,824,000

¥16,000,000

¥19,860,000

¥8,700,000

¥23,980,000

（有）川口商会

（株）小林事務機

マコト医科精機（株）

オートサービスシズメ

オートサービスシズメ

オートサービスシズメ

龍澤自動車整備工場

（有）宮下設備

中央舗道建設（有）

（株）ＭＵＫＡＩ

（株）日昇建設

（株）上野建工

（株）上組

（株）小越建設

（株）佐野緑化土木

（株）上組

霜村工務店

（株）日工建設

友愛工業（株）

（株）佐野緑化土木

（株）上組

（株）正直堂笛吹市営業所

（株）邦文堂

（株）小林事務機

（有）メイ建築工房

（株）石和植木

（有）須田造園

（有）宮下設備

（有）タナカ設備

風間興業（株）

矢崎興業（株）

（株）上野建工

友愛工業（株）

（株）ＮＩＰＰＯ
 山梨統括事業所

（株）総合環境分析
 山梨営業所

（株）ＮＩＰＰＯ
 山梨統括事業所

エアウェイスコープ喉頭鏡
（ビデオ硬性挿管用喉頭鏡）購入

芦川若者定住促進住宅外壁改修設計・
工事監理業務委託

県
立
博
物
館 

か
い
じ
あ
む
便
り

　
歌
川
広
重
は
、
生
涯
に
わ
た
り
数
々

の
名
所
絵
を
世
に
送
り
出
し
た
、
浮
世

絵
師
風
景
画
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
ま

す
。
そ
の
作
品
は
平
明
で
美
し
く
、
情

緒
的
な
趣
を
た
た
え
て
お
り
、
今
も
多

く
の
人
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
本
展
で
は
、
広
重
に
よ
る
富
士
山
を

テ
ー
マ
し
た
連
作
、「
不
二
三
十
六
景
」

全
作
を
一
挙
に
公
開
し
ま
す
。
富
士
山

世
界
文
化
遺
産
登
録
1
周
年
を
迎
え
る

こ
の
機
会
に
、
美
し
く
描
き
出
さ
れ
た

富
士
山
の
諸
相
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　6
月
7
日（
土
）〜
7
月
7
日

（
月
）　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で

　（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所

　企
画
展
示
室

▼
観
覧
料

　一
般
5
1
0
円
、
大
学
生

2
1
0
円
、
小
・
中
・
高
校
生
無
料

　
開
催
中
の
「
広
重
の
不
二
三
十
六
景
」

展
に
つ
い
て
、
学
芸
員
が
展
示
の
見
ど
こ

ろ
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

▼
日
時

　6
月
14
日（
土
）午
後
3
時
か

ら
30
分
程
度

▼
場
所

　特
別
展
示
室

※
申
し
込
み
不
要
、
観
覧
券
必
要

「
立
体
浮
世
絵
を
作
ろ
う
」

▼
日
時

　6
月
14
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所

　ロ
ビ
ー

「
浮
世
絵
を
す
っ
て
み
よ
う
」

▼
日
時

　6
月
22
日（
日
）

　
①
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
②
午
後
１
時
〜
2
時
30
分

▼
場
所

　体
験
学
習
室

※
い
ず
れ
も
、
申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料

▼
日
時

　6
月
28
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　生
涯
学
習
室

※
要
申
し
込
み
、
参
加
無
料

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

シ
ン
ボ
ル
展
示

『
広
重
の
不
二
三
十
六
景
』

学
芸
員
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク

か
い
じ
あ
む
子
ど
も
工
房

か
い
じ
あ
む
古
文
書
講
座「
富
士

山
に
関
す
る
古
文
書
を
読
む
1
」

歌川広重『不二三十六景』
「甲斐夢山裏富士」当館蔵

釈迦堂遺跡博物館だより
　
麻
糸
を
使
っ
て
10
㎝
四
方
の
コ
ー

ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時

　6
月
14
日（
土
）

　
午
前
10
時
か
ら

▼
定
員

　20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　2
0
0
円
（
材
料
費
）

※
小
学
3
年
生
以
下
の
方
は
、
保
護

者
の
方
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

※
要
申
し
込
み

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ

ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０

０
円
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
釈
迦

堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽

し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

▼
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

あ
ん
ざ
ん
編
み

コ
ー
ス
タ
ー
作
り

釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

　釈迦堂遺跡博物館の公式ホームページをリ
ニューアルしました。
　また、釈迦堂遺跡博物館公式facebookでも
最新の情報を発信していますので、ぜひご覧
ください。
※http://www.eps4.comlink.ne.jp/~shakado/
または釈迦堂遺跡博物館で検索してください。

㎝
四
方
の
コ
ー

円
（
材
料
費
）

年
生
以
下
の
方
は
、
保
護

者
の
方
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ

釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

　釈迦堂遺跡博物館の公式ホームページをリ
ニューアルしました。

公式ホームページを
リニューアル

　今年度からNNS・甲府CATV（10チ
ャンネル）で、市議会の録画中継が見ら
れます。放送日時は、決まり次第、市ホ
ームページ等でお知らせします。
■問合せ先　経営企画課　広聴広報担当
　　　　　　☎055（262）4111

市議会の録画中継のお知らせ
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インフォメーションインフォメーションインフォメーション書

図
書
館
情
報

図図 館
L I B R A R Y  I N F O R M A T I O N

図
書
館
情
報

L I B R A R Y  E V E N T

■申込・問合せ先　石和図書館　☎055（262）5959

6月
図図図図イベントイベントイベント

図書館
イベント

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

 

6
月
7
日（
土
）・
14
日（
土
）・
21
日

（
土
）・
28
日（
土
）

午
前
の
部

　11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部

　2
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

 

　6
月
12
日（
木
）・
26
日（
木
）

　午
前
11
時
か
ら
11
時
30
分

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　6
月
5
日（
木
）・
19
日（
木
）

　午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　6
月
7
日（
土
）

　午
後
2
時
〜

　

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　6
月
10
日（
火
）

　午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）★

　6
月
20
日（
金
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　6
月
4
日（
水
）

　午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

6
月
1
日（
日
）・
22
日（
日
）・
29
日

（
日
）
　午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

　6
月
20
日（
金
）

　午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　6
月
8
日（
日
）
　午
後
2
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　6
月
18
日（
水
）
　午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　6
月
15
日（
日
）
　午
後
2
時
か
ら

●
バ
ム
と
ケ
ロ
の
お
は
な
し
会

　6
月
14
日（
土
）

　午
後
1
時
30
分
か
ら

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

　（楽
し
い
読
み
聞
か
せ
）

6
月
7
日（
土
）・
21
日（
土
）・
28
日

（
土
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

6
月
4
日（
水
）・
11
日（
水
）・
18
日

（
水
）・
25
日（
水
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

 

6
月
7
日（
土
）
　午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や

　も
も

　（乳
児
、
幼
児
向
け
）

6
月
10
日（
火
）「
食
育
ス
ペ
シ
ャ

ル
」・
24
日（
火
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　6
月
14
日（
土
）

　午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　6
月
21
日（
土
）

　午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や

　さ
く
ら
ん
ぼ

　6
月
28
日（
土
）

　午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向

き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば

随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９
　
　

　（
担
当

　石
倉
）

図書館
イイイイイベントベントベント
図書館
イベント

6月
図
書
館
休
館
日

図
書
館
休
館
日

一
宮
図
書
館

☎
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火・木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水・金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

☎
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日・土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

☎
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土・日・祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

4
日（
水
）・
11
日（
水
）・
18
日（
水
）・

25
日（
水
）・
30
日（
月
）

【
蔵
書
点
検
】23
日（
月
）〜
27
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

2
日（
月
）・
16
日（
月
）・
23
日（
月
）・

30
日（
月
）

【
蔵
書
点
検
】9
日（
月
）〜
13
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

1
日（
日
）・
8
日（
日
）・
15
日（
日
）・

22
日（
日
）・
29
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）

石
和
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月・火・木・金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日・土・日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

▶日　　時　6月11日（水）・18日（水）・25日（水）・7月2日（水）・9日（水） 
　　　　　　【全5回】　午前10時～正午
▶場　　所　石和図書館　2階　読書室　▶講　師　市立図書館司書
▶材　料　費　1,000円　　　　　　　　　▶定　員　10人（先着順）
▶託　　児　あり（託児ボランティア「ももんちゃん」）
▶申込期日　6月1日（日）　午前10時から石和図書館カウンターまたは
　　　　　電話で受け付けます。　

朗読発表会朗読発表会
朗読サークル「来夢」

▶日　時　6月29日（日） 午後1時30分から
▶場　所　石和図書館　2階　視聴覚ホール
▶内　容　『赤いコートの女』小池真理子・作
　　　　　『桜散らず』　　　森　浩美・作
　　　　　『雨ですよ』　　　内海隆一郎・作
　　　　　『タクシー』　　　百田尚樹・作 
▶入場料　無料

～世界に一冊しかない自分だけの
　　　オリジナル絵本を作ってみませんか～
～世界に一冊しかない自分だけの

手作り絵本教室手作り絵本教室
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ト クスッピ
topics

笛吹市の出来事いろいろ

　
2
月
5
日
に
沖
縄
県
を
出
発

し
、
自
転
車
で
市
の
P
R
を
行
っ

て
い
た
荻
野
誠
亮
さ
ん
が
、
西
日

本
を
中
心
に
24
府
県
で
P
R
を
行

い
、
4
月
11
日
、
無
事
に
笛
吹
市

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
日
焼
け
し
た
顔
で
、「
多
く
の

人
の
支
え
の
お
か
げ
で
無
事
に
西

日
本
を
回
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

話
し
て
く
れ
た
荻
野
さ
ん
。

　
2
カ
月
間
に
走
っ
た
距
離
は
な
ん

と
３
４
０
０
㎞
、
毎
日
70
〜
１
０
０

㎞
ほ
ど
走
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
荻
野
さ
ん
は
、
9
月
か
10
月
頃

に
、
北
海
道
を
ス
タ
ー
ト
し
て
残

り
の
地
域
を
巡
り
、
市
の
P
R
を

行
う
予
定
で
す
。
今
後
と
も
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
4
月
8
日
、
春
日
居
町
駅
前
に

お
い
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

笛
吹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
共
催

に
よ
り
、「
花
さ
か
じ
い
さ
ん
」

事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
1
0
0
人
以
上
の
地

元
行
政
区
役
員
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

役
員
、
民
生
児
童
委
員
、
笛
吹
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
ら
関
係
者

が
「
花
さ
か
じ
い
さ
ん
」
と
な
っ

て
、
か
す
が
い
東
・
西
保
育
所
の

園
児
と
一
緒
に
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
金
融
機
関
や
行
政
機

関
な
ど
町
内
の
11
カ
所
に
プ
ラ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

倉嶋市長（左）に旅の報告をする荻野さん（中央）とゴ
ールを見届けに来たぴっかり高木さん（右）＝市長室

風間先生による「脳を活性化す
る絵画教室」第1回目の講座

シートベルトコンビンサー（模擬衝突体験機）
でシートベルトの重要性を体験

笑顔いっぱい、花いっぱいのまちになるよ
う、心を込めて植えました

　
4
月
9
日
、
市
、
笛
吹
交
通
安
全

協
会
お
よ
び
笛
吹
警
察
署
は
、「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
交
通
安

全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
内
の
高
齢
者
ら
約

80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者

に
よ
る
「
交
通
安
全
宣
言
」
が
行

わ
れ
、「
リ
ズ
ム
オ
ブ
ラ
ブ
」
の
渡

辺
光
美
さ
ん
に
よ
る
「
交
通
安
全

健
康
体
操
」
で
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー

（
模
擬
衝
突
体
験
機
）
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
重
要
性
を
体
験
す
る
と
と
も

に
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
安

全
な
自
転
車
走
行
を
学
び
ま
し
た
。

　
桃
の
花
が
満
開
の
4
月
11
日
、
ス

コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ス
コ
レ

ー
大
学
入
学
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
コ
レ
ー
大
学
は
一
年
を
通
じ
て

深
く
学
び
、
各
講
座
を
履
修
す
る
中

で
単
位
を
修
得
し
、
10
単
位
に
達
す
る

と
修
了
と
な
る
単
位
制
の
講
座
で
す
。

　
入
学
式
終
了
後
は
、
風
間
繁
樹
先

生
に
よ
る
『
脳
を
活
性
化
す
る
絵
画

教
室
』、
飯
田
敏
晴
先
生
に
よ
る
『
ス

ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
入
門
』、
入
倉

文
子
先
生
に
よ
る
『
想
い
を
伝
え
る

　
大
人
の
文
章
レ
ッ
ス
ン
』
の
第
1
回

目
の
共
通
講
座
が
開
講
し
ま
し
た
。

　
風
間
先
生
の
手
品
を
使
っ
て
会
場

を
1
つ
に
盛
り
上
げ
て
か
ら
の
講
義

や
、
飯
田
先
生
の
心
地
良
い
声
で
の

ス
ト
レ
ス
対
処
法
の
実
践
、
入
倉
先

生
の
初
エ
ッ
セ
イ
の
朗
読
に
心
を
ほ

っ
こ
り
と
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
1
年
間
の
期
待
に
受
講

生
は
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
、花
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り

世
代
間
交
流「
花
さ
か
じ
い
さ
ん
」事
業

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

重
要
性
を
体
験

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

　
4
月
27
日
、
東
京
競
馬
場
（
東

京
都
府
中
市
）
に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ

Ａ（
日
本
中
央
競
馬
会
）
の
石
和

特
別
競
争
が
開
催
さ
れ
、
市
関
係

者
が
優
勝
し
た
調
教
師
・
騎
手
ら

に
、
市
特
産
の
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
石
和
特
別
競
争
は
、
ウ
イ
ン
ズ

石
和
（
場
外
勝
馬
投
票
券
発
売
所
）

が
石
和
町
窪
中
島
に
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
伴
い
、
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

優勝馬「モンストール号」の関係者との記念撮影

多くの来場者が加工品や農産物を買い求めました

　
4
月
19
日
、
芦
川
農
産
物
直
売
所

お
ご
っ
そ
う
家
に
お
い
て
、
4
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
巻
き
寿
司
や
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど

の
芦
川
産
の
食
材
を
使
っ
た
加
工

品
や
新
鮮
な
農
産
物
の
販
売
、
味

噌
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
芦
川
農
産
物
直
売
所
お
ご
っ
そ

う
家
の
開
館
時
間
は
、
午
前
9
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
、
休
館

日
は
、
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）
で
す
。

心
と
心
が
つ
な
が
る

震
災
復
興
支
援

笛
吹
す
け
っ
こ
の
会

笛
吹
市
を

　全
国
に
P
R

J
R
A
石
和
特
別
競
争

自
転
車
で
日
本
を

縦
断
し
て
市
を
P
R
！

笛
吹
市
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
荻
野
誠
亮
さ
ん

生
涯
学
習
の
き
っ
か
け
づ
く
り

ス
コ
レ
ー
大
学
入
学
式

芦
川
の
食
を
楽
し
む

芦
川
農
産
物
直
売
所
お
ご
っ
そ
う
家

4
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

　　
こ
の
た
び
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
あ
る
笛
吹
す
け
っ
こ
の
会

が
、「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災

者
の
支
援
活
動
等
に
対
す
る
厚
生
労

働
大
臣
感
謝
状
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
の
経
緯
は
、
平
成
23
年

3
月
の
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
、

市
内
に
は
、
福
島
県
南
相
馬
市
や
双

葉
郡
な
ど
か
ら
、
一
時
2
0
0
人
を

越
え
る
方
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
年
4
月
に
は
、
市
救
援
物
資
支

援
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
り
、
約
半

年
間
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
や
被

災
地
か
ら
避
難
し
て
い
た
皆
さ
ん
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運
営
に
関
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
閉
鎖
後

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
被

災
地
を
訪
れ
、
衣
類
や
食
器
な
ど
の

物
資
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
避
難

し
て
い
た
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
と
し

て
「
よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
！
が
ん
ば
っ

ぺ
！
カ
フ
ェ
」
を
開
設
す
る
な
ど
、

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
震
災
発
生
か
ら
1
年
が
経
過
し
た

平
成
24
年
4
月
、
震
災
復
興
支
援
に

関
わ
る
市
民
と
震
災
被
災
者
が
お
互

い
に
助
け
合
っ
て
復
興
を
目
指
そ
う

と
、
笛
吹
す
け
っ
こ
の
会
が
発
足
し

ま
し
た
。

　
会
で
は
昨
年
、
一
昨
年
末
、
市
内

で
活
動
す
る
ふ
え
ふ
き
男
衆
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
素
っ
飛
び
会
と
と
も
に
、

福
島
県
い
わ
き
市
に
あ
る
仮
設
住
宅

な
ど
を
訪
れ
、
餅
つ
き
な
ど
で
被
災

者
と
交
流
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
被
災

地
の
様
子
を
市
民
に
伝
え
る
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
2
月
、
市
内
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
大
雪
に
対
し
、
会
が

交
流
を
続
け
て
い
る
鬼
越
仮
設
住
宅

お
よ
び
下
矢
田
応
急
仮
設
住
宅
自
治

会
か
ら
こ
れ
ま
で
の
支
援
の
「
お
礼
」

と
し
て
、
市
へ
見
舞
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
絆
で

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
感
激
し
て
い

る
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

餅つきなどで被災者と交流
＝福島県いわき市にある鬼
越仮設住宅

感謝状を掲げる会代表の大竹
茂さん（左から3人目）と会のメ
ンバー野間耕二さん、馬場武
夫さん、芦澤義男さん（左から）
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4
月
6
日
、「
第
10
回
笛
吹
市
桃
の
里

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
晴
天
の
も
と
、
一
宮
・
御
坂
町
の
コ
ー

ス
を
2
8
3
5
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
完
走
し

ま
し
た
。

　
大
会
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

ハ
ー
フ
一
般
男
子
中
学
生
以
上
の
部

1
位

　佐
藤

　心
雄
（
神
奈
川
県
）

2
位

　佐
々
木

　跡
武
（
長
野
県
）

3
位

　石
川

　卓
己
（
東
京
都
）

ハ
ー
フ
一
般
女
子
中
学
生
以
上
の
部

1
位

　松
原

　衣
里
（
東
京
都
）

2
位

　井
口

　え
い
子
（
埼
玉
県
） 

3
位

　巾
崎

　友
里
江
（
長
野
県
）

ハ
ー
フ
壮
年
男
子
中
学
生
以
上
の
部 

1
位

　桜
井

　史
（
静
岡
県
）

2
位

　和
田

　孝
司
（
東
京
都
）

3
位

　中
部

　大
也
（
韮
崎
市
）

ハ
ー
フ
壮
年
女
子
40
才
以
上
の
部 

1
位

　勝
浦

　み
ど
り
（
埼
玉
県
）

2
位

　宇
根

　由
美
子
（
神
奈
川
県
）

3
位

　金
舩

　圭
子
（
東
京
都
）

10
㎞
一
般
男
子
中
学
生
以
上
の
部 

1
位

　羽
川

　英
一
（
長
野
県
）

2
位

　増
山

　稔
（
富
士
河
口
湖
町
）

3
位

　古
屋

　啓
太
（
山
梨
市
）

10
㎞
一
般
女
子
中
学
生
以
上
の
部 

1
位

　廣
瀬

　光
子
（
東
京
都
）

大会の裏側では…
　一宮中学校の生徒など、
多くの市民の皆さんが大会
をサポートしました。

　4月10日、八代ふるさと公園において「笛吹市桃源郷の日」を
記念するイベントが開催されました。八代小学校の2年生が手紙
と花桃の種がついた風船を飛ばしたことは、広報ふえふき4月号
の表紙写真でもお伝えしていました。
　その後、風船を受け取った方から、八代小学校に続々とお礼の
手紙が届きました。風船は、西からの風に乗り、神奈川県や千葉
県方面に飛んでいったようです。何だか新しい友だちができたよ
うなうれしい気持ちになります。風船を受け取られた方が、いつ
か笛吹市に来てくださるといいですね。

▼
大
会
結
果

A
ク
ラ
ス

1
位

　ザ
・
塩
尻
（
長
野
）

2
位

　浜
北
チ
ー
ム
（
静
岡
）

3
位

　ウ
イ
ン
ゲ
ッ
タ
ー
C
（
東
京
）

3
位

　す
す
き
野
25
（
神
奈
川
）

B
ク
ラ
ス

1
位

　そ
よ
風
（
長
野
）

2
位

　リ
ン
ゴ
ス
タ
ー
（
長
野
）

3
位

　ウ
イ
ン
ゲ
ッ
タ
ー
D
（
東
京
）

3
位

　榛
名
ク
ラ
ブ
（
群
馬
）

C
ク
ラ
ス

1
位

　S
G
C
た
ん
ぽ
ぽ
（
長
野
）

2
位

　大
月
ス
マ
イ
ル
（
山
梨
）

3
位

　ウ
イ
ン
ゲ
ッ
タ
ー
E
（
東
京
）

3
位

　つ
く
ば
（
茨
城
）

D
ク
ラ
ス

1
位

　さ
く
ら
（
神
奈
川
）

2
位

　あ
き
る
野
C
（
東
京
）

3
位

　富
士
今
泉
（
静
岡
）

3
位

　桐
の
花
（
長
野
）

E
ク
ラ
ス

1
位

　東
九
ク
ラ
ブ
（
千
葉
）

2
位

　す
す
き
野
21
（
神
奈
川
）

3
位

　牛
久
タ
イ
ガ
ー
ス
（
茨
城
）

3
位

　エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
茨
城
）

2
位

　篠
田

　絵
美
（
長
野
県
）

3
位

　大
関

　美
紀
（
甲
斐
市
）

10
㎞
壮
年
男
子
40
才
以
上
の
部 

1
位

　菊
池

　努
（
東
京
都
）

2
位

　魚
沼

　裕
一
（
静
岡
県
） 

3
位

　佐
藤

　友
哉
（
東
京
都
）

10
㎞
壮
年
女
子
40
才
以
上
の
部 

1
位

　佐
々
木

　寿
子
（
東
京
都
）

2
位

　滑
川

　文
子
（
東
京
都
）

3
位

　柴
田

　洋
子
（
神
奈
川
県
）

3
・
5
㎞
親
子
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部 

1
位

　早
瀬

　好
人
・
乃
亜
（
栃
木
県
）

2
位

　藤
木

　道
仁
・
海
成
（
山
梨
市
）

3
位

　内
堀

　昭
・
柊
（
甲
府
市
）

　
４
月
9
日
・
10
日
、
花
鳥
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
御
坂
町
）
で
「
笛

吹
市
桃
源
郷
春
ま
つ
り
第
10
回
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
桃
の
花
が
咲
き
誇
る
中
、
県
内
外
か
ら
1
4
0
チ
ー
ム
・
約
８
０
０

人
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
上
位
入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　4月10日、八代ふるさと公園において「笛吹市桃源郷の日」を　4月10日、八代ふるさと公園において「笛吹市桃源郷の日」を

八代小2年生が飛ばした
風船の行方は…

笛吹市
相模原市

伊勢原市
綾瀬市

横浜市

長南市

【神奈川県相模原市の方から】4月10日、
神奈川県相模原市にある麻溝公園で遊んで
いたら、空に風船が！一緒にいた子どもに
「風船が飛んでるよー！」なんて言って見て
いたら、その風船が降りて来ました。よく
見ると、そこには封筒が！中には小学2年生
からのお手紙と種が。山梨県から来たん
だ！？と驚きと共に、何だかホッコリさせてい
ただきました。種は、公園内にある温室の
受付の方に託しました。

【神奈川県伊勢原市の方から】我が家の柿
畑にピンク、オレンジの風船と花桃の種が
届きました。4月10日の午後1時頃発見し
ました。柿畑では午前中も仕事をしていま
したが、昼食のために家に帰って午後の仕
事に行って見つけました。何だかとても幸
せな気持ちになりました。早速種を植えま
した。芽が出て花が咲くのが楽しみです。
皆さんありがとうございます。大切に育て
ますね。

【神奈川県綾瀬市の方から】過日、私たち
の住む綾瀬市のスポーツグラウンドに八代
小学校の2年生の児童が飛ばした風船が飛
んで来ました。割れた風船の中に心温まる
お手紙と花の種が入っていました。早速、
綾瀬市役所（公園担当）に種を届け、地元
の市立公園に種をまいてもらうようにお願
いしてきました。その種が成長して大きく
なっていく様子を楽しみに見守っていきた
いと思っております。その木に負けないよ
うに八代小学校の児童の皆さんが明るく元
気に成長されることをご祈念申し上げ、お
礼の挨拶とさせていただきます。

【神奈川県横浜市の方から】4月11日（金）お昼頃、庭木に水を
あげていたところ、さざんかの木にカラフルな風船が引っかかっ
ており、何かと思ってみましたら、「笛吹市桃源郷春まつり　花
桃の種のお便り」という封筒が下がっており、驚きました。テレ
ビなどで見たことはありましたが、我が家に舞い降りてきてくれ
てびっくりした次第です。昭和32年、私の誕生記念に父が庭に
桃の木を植えてくれました。数年前、大きな事故に遭い、多発
骨折し、今も外科でリハビリしていますが、事故の年に私の桃の
木が台風で折れてしまい、とても気に病んでいました。今は杖
もつかずに歩けるようになり、元気にしておりますが、今回いた
だいた花桃の種、また「私の木」として大切に育てていきたい
と思っています。偶然ですが、朝のテレビのニュースで笛吹市の
山一面桃色に染まった景色を見ました。2年生のお便りどおり、
とてもきれいなピンクでした。86歳の母も「福」が来たと喜ん
でいます。本当にうれしいお便りありがとうございました。

【千葉県長生郡長南町の方から】山梨から風船が飛んで来ました（4月
10日）。空けてみたら、桃の種が入っていました。早速植えました。
千葉は桜は散り、青葉が出てきました。そろそろ田植えが始まります。
私も93歳ですが、毎日野菜作りをしています。皆様もお元気で勉強し
てください。

東
日
本
最
大
級
の
オ
ー
プ
ン
大
会
を
開
催

第
10
回
笛
吹
市
桃
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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八代小2年生が飛ばした
風船の行方は…

笛吹市
相模原市

伊勢原市
綾瀬市

横浜市

長南町

笛
吹
市
桃
源
郷
春
ま
つ
り
第
１０
回
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

東
日
本
最
大
級
の
オ
ー
プ
ン
大
会
を
開
催
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「豊かな自然を未来に引き継ぐ」
～笛吹市植樹祭～

　4月25日、八代町岡地内において、市・市緑化推進会議によ
る「平成26年笛吹市植樹祭」が行われました。御坂東小学校、
八代小学校および芦川小学校の児童や地元行政区役員を含
む参加者約230人がイロハモミジやカエデなど約800本の苗木
を植樹しました。植樹祭は、森林の多くの機能とその大切さに
ついて理解を深め、森を愛する心豊かな子どもたちを育てると
ともに、市民の緑化意識を高めるために、毎年実施しています。

表紙の写真

　食べ物に関する「知識」、食べ物を「選ぶ力」、
食べ物への「感謝の心」などを身につけ、心身
の健康や豊かな人間性を育むため
の教育や取り組みを行うことです。

●１日の活力のもとである朝食を毎日食べる。
●食事バランスガイドを参考に主食・主菜・副
菜がそろった食事をする。
●家族揃って楽しい食卓を囲む。
●食べ物や生産者に「いただきます」、「ごちそ
うさま」の感謝の気持ちを持つ。
など、皆さんも今月の食育月間を機に、食への
関心を高め、心もからだも健康に努めましょう。

笛吹市役所　本庁　☎ 055（262）4111
御坂支所　 ☎055（262）2271　一宮支所 ☎0553（47）1111
八代支所　 ☎055（265）2111　境川支所 ☎055（266）2111
春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111

DATA FUEFUKI  ●人口  71,167人（＋35） ●世帯  28,294世帯（＋52）
　　　　　　　     ●男　  34,488人（＋38） ●女　  36,679人（－3）
　　　　　　　     H26.5.1現在（　）は前月比

すだちの教室の様子

食べ物への「感謝の心」などを身につけ、心身食べ物への「感謝の心」などを身につけ、心身食べ物への「感謝の心」などを身につけ、心身食べ物への「感謝の心」などを身につけ、心身食べ物への「感謝の心」などを身につけ、心身食べ物への「感謝の心」などを身につけ、心身食べ物への「感謝の心」などを身につけ、心身

１日の活力のもとである朝食を毎日食べる。１日の活力のもとである朝食を毎日食べる。１日の活力のもとである朝食を毎日食べる。１日の活力のもとである朝食を毎日食べる。１日の活力のもとである朝食を毎日食べる。

この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と
ベジタブルオイルインキを使用しております。

● 発行／2014． 6． 1　山梨県笛吹市役所　● 編集／経営企画課・広聴広報担当
● 所在地／〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地　TEL 055－262－4111
● URL／http://www.city.fuefuki .yamanashi. jp/

「食育」とは

例えば家庭では

　市食生活改善推進員会（ヘルスメイト）は、
会員数378名です。「私たちの健康は私たちの手
で」を合言葉に子どもから高齢者まで、食を通
して健康づくりを広めるボランティア活動をし
ています。
　主な活動は
●保育園、児童館等での食育教室
●おやこ食育教室
●笛吹高校への食育教室「すだちの教室」
●生活習慣病予防のための料理教室や男性料理
教室
●うすあじ習慣の推進のための料理教室やみそ
汁の塩分測定　　
●高齢者への食育教室
　などです。　　　　　　　　　　　　　
※今年度も各地区で教室を開催します。みんな
で食育に取り組みましょう。

食育ボランティアの紹介
※詳しくは笛吹市ホームページ食育推進をご覧ください。

食事バランスガイド
（1日2,200kcalの例）

■問合せ先　健康づくり課　健康企画担当　☎055（26 1）19 0 1



2014

カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

納期および口座振替日のお知らせ

●笛吹市消防本部
●救急医療情報センター
●山梨口腔保健センター
●小児初期救急医療センター

☎

☎

☎

☎

055（261）0119
055（224）4199
055（252）9955
055（226）3399

笛吹市役所 本庁 055（262）4111☎
●

●

御 坂 支 所
境 川 支 所

☎

☎

055（262）2271
055（266）2111

●

●

一 宮 支 所
春日居支所

☎

☎

0553（47）1111
0553（26）3111

●

●

八 代 支 所
芦 川 支 所

☎

☎

055（265）2111
055（298）2111

休日・夜間医療機関

日 曜 窓 口
取 扱 業 務

住民票写し、戸籍謄本・抄本写し、原付・小型特殊ナンバー 印鑑証明・所得・所得課税・非課税・納税
埋葬・火葬、斎場使用 出生・婚姻・離婚・死亡など戸籍関係 市税・国民健康保険税

交付
許可

証明書
納税届出

※戸籍証明申請については、委任状不可

13日 ◇平成26年度下水道受益者負担金一括納付分 納期限日　（芦川町除く）
◇平成26年度下水道受益者負担金一括納付分 口座振替日（芦川町除く）

25日 ◇上下水道使用料口座振替日
●石和町　川中島（荒屋除く）、四日市場（日の出除く）、広瀬、唐柏、小石和、向田、今井、河内、東高橋、
　　　　　井戸、東油川、恵比寿、砂原、横田
●八代町　南、岡、永井、奈良原
●一宮町　一ノ宮、国分、市之蔵、新巻、塩田、神沢、金沢、狐新居、東新居、土塚、石、地蔵堂、千米寺
●境川町　全域
◇簡易水道・農業集落排水使用料口座振替日　●芦川町　全域
◇温泉使用料口座振替日　●春日居町　全域
◇平成26年度下水道受益者負担金 第1期 口座振替日（芦川町除く）

30日 ◇市県民税全期前納納期限・口座振替日
　●対象　全地区
◇市県民税第1期納期限・口座振替日
　●対象　全地区
◇保育料 6月分 口座振替日
◇平成26年度下水道受益者負担金 第1期 納期限日
　（芦川町除く）

月6

M E M O

●笛吹市社会福祉協議会 ☎０５５（２６５）５１８２
●石和地域事務所　　　 ☎０５５（２６２）１２６７
●御坂地域事務所　　　 ☎０５５（２６３）０８４８
●一宮地域事務所　　　 ☎０５５３（４７）２２８８
●八代地域事務所　　　 ☎０５５（２６５）２２４０
●境川地域事務所　　　 ☎０５５（２６６）５９１１
●春日居地域事務所　　 ☎０５５３（２６）３６６７
●芦川地域事務所　　　 ☎０５５（２９８）２１７０

総合相談 申込・問合せ先

■問合せ先　戸籍住民課または各支所

○住民票の写し・印鑑登録証明書を、証明書自
動交付機では1通100円、全国のセブンイ
レブン・ローソン・ファミリーマートでは1通
200円で取得できます。

無料で住民基本台帳カードが作れる
期間が、平成27年12月末日まで

延長されました。

●結婚相談所（受付）
・PM1:30～4：00
・春日居コミュニティーセンター

●邦楽合奏団紅薔薇コンサ
ート
・PM6:30～8:30
・開場PM6:00
・スコレーセンター

●ジェントルブリーズ  ライブ
・PM6:30～8:30
・開場PM6:00
・スコレーセンター

●軽スポーツ教室
・PM8:00～
・若彦路ふれあいスポーツ館

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3：30
・御坂町福祉センター

●議会本会議（閉会）（予定）
・PM2:30～
・八代庁舎議場

●日曜窓口開設（住民基本台
帳カード交付日）
・AM8:30～PM5:15
・南館

●議会本会議（一般質問）
　（予定）
・AM10：00～
・八代庁舎議場

●こころの健康相談
・PM1:30～4:00（要予約）
・石和保健福祉センター

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3：30
・春日居福祉会館

●多重債務無料相談会
・PM1:30～3:00（受付）
・スコレーパリオ
●議会本会議（一般質問）
　（予備日）
・AM10:00～
・八代庁舎議場

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3：30
・石和町スコレーパリオ

●夜間体育施設利用調整会議
・スコレーセンター
・御坂農村環境改善センター
・いちのみや桃の里スポーツ
公園体育館
・若彦路ふれあいスポーツ館
・境川総合会館
・春日居あぐり情報ステーション
●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3：30
・八代福祉センター

●議会本会議（開会）（予定）
・PM1：30～
・八代庁舎議場

●総合相談（福祉・行政）
　（要予約）
・PM1:30～3：30
・芦川町ふれあいプラザ
●献血
・AM9:30～11:30
・PM0:30～3:30
・本庁舎前駐車場

●日曜窓口開設（国民健康保
険関係業務一部開設）
・AM8:30～PM5:15
・南館

●日曜窓口開設（住民基本台
帳カード交付日）
・AM8:30～PM5:15
・南館

●日曜窓口開設
・AM8:30～PM5:15
・南館
●結婚相談所（受付）
・AM9:00～11：30
・春日居福祉保健センター

●日曜窓口開設（国民健康保
険関係業務一部開設）
・AM8:30～PM5:15
・南館

大安仏滅先負

大安仏滅先負 友引

赤口大安仏滅

先負友引

友引

先勝赤口

先勝赤口

先勝赤口大安

友引

仏滅先負友引先勝

先勝赤口先負友引

先負

1

8

7432

15

11109

22

181716

2423

30

65

141312

212019

28

29

272625



保健だより 　 問合せ先　健康づくり課 055（261）1901☎

　 問合せ先　芦川支所 055（298）2111☎

ごみ収集日 　 問合せ先　環境推進課 または各支所055（262）4111☎

乳幼児健診など乳幼児健診など マタニティスクール・育児学級などマタニティスクール・育児学級など

診療所開設日診療所開設日

乳幼児予防接種通知対象者

M E M O

6月

6月 2 0 1 4

2 0 1 4

月・木
火・金

川中島・荒屋・八田・東町・長塚・仲町・西町・日の出・下平井・上平井・県営住宅・中川・山崎・松本・駅前・山岸・向田
窪中島・四日市場・広瀬・唐柏・東高橋・今井・河内・小石和・砂原・井戸・東油川・恵比寿

可 燃 ご み 収 集 日（ 石 和 ）

毎週土曜日
毎月第2第4水曜日・土曜日

小石和・上平井
山岸

ミックスペーパー・その他プラスチック収集日（石和）

※1

※2

母子健康手帳交付
（妊娠届出）

2日(月)、9日(月)、16日(月)、23日(月)、30日(月)
AM9:00～11:00受付
※交付日に都合の悪い方は、健康づくり課へご連絡ください。

石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

場所対 象種 類 日 時

診療所開設日 5日(木)、12日(木)、19日(木)、
26日(木) PM1:30～4:00受付 芦川国民健康保険診療所

種 類 日 時 場 所

地 域
内 容

可 燃 ご み ※ ※1をご覧ください

水・土

火・金

日

1
（日）

1
（日）

川中島・荒屋・八田・
四日市場・広瀬・砂原

8
（日）

仲町・窪中島・県営住宅・
山崎・駅前・東高橋・
河内・恵比寿

15
（日）

日の出・下平井・上平井・
松本・山岸・唐柏・向田・
東油川

29
（日）

東町・長塚・西町・今井

22
（日）

中川・小石和・井戸

1
（日）

川中島・荒屋・上平井・
東高橋・河内

4
（水）

日の出

5
（木）

四日市場

8
（日）

山岸・唐柏・砂原・恵比寿

県営住宅2
（月）

向田・小石和19
（木）

中川21
（土）

22
（日）

窪中島・下平井・山崎・
松本・駅前・井戸

27
（金）

広瀬

29
（日）

今井

15
（日）

八田・仲町・東油川

18
（水）

東町・長塚・西町

全 地 域

全 地 域全地域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域 全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域二之宮・県営団地・
成田・下成田・国衙

8
（日）

夏目原・井之上・
下井之上・八千蔵・
栗合・蕎麦塚

15
（日）

金川原・尾山・
下野原・花鳥地区

22
（日）

黒駒地区

金田・小城・
北都塚・末木・
下矢作・本都塚・
国分

熊野堂・下岩下・
別田・桑戸・加茂・
寺本・枝郷

小松・国府・徳条・
鎮目

資 源 物

粗 大 ご み
有 害 ご み

ミックスペーパー
その他プラスチック

石 和 御 坂 一 宮 八 代 境 川 春 日 居 芦 川
月・木

水

7
（土）

坪井・田中・
竹原田・東原

1
（日）

東新居・狐新居・
金沢・土塚・神沢・
石・地蔵堂・千米寺

14
（土）

中尾・一ノ宮・
南野呂・北野呂・
上矢作・市之蔵・
塩田・新巻

8
（日）

月・金

土

15
（日）

月・木

土

１９
（木）

月・木

土

14
（土）

21
（土）

夏目原・井之上・
下井之上・八千蔵・
栗合・蕎麦塚

7
（土）

二之宮・県営団地・
成田・下成田・国衙14

（土）

黒駒地区21
（土）

金川原・尾山・
下野原・花鳥地区28

（土）

月・木

1
（日）

全 地 域19
（木）

1
（日）

マタニ
ティ
スクール

育児学級 AM9:30～
9:45受付

離乳食教室

パクパク教室

第１子が平成25年12月生の保護者 24日(火)

PM1:00～
1:15受付

4日(水)
乳幼児におこりやすい
病気とその対処法 第１子が平成26年1月生の保護者

1歳6カ月児～2歳児童の保護者

PM1:20～
1:30受付歯の健康 18日(水)

AM9:20～
9:30受付

6日(金)
お産の経過と
体の準備

平成26年8月～9月出産予定の
初産婦

平成26年10月～11月出産予定の
初産婦

AM9:30～
9:45受付

12日(木)

種 類 場所対 象 日 時

（小石和・上平井・
山岸を除く ※2）

予 防 接 種 名

四種混合
(ジフテリア・百日咳・破傷風・不活化ポリオ)

BCG

平成２５年6月生まれ

平成２６年4月生まれ

平成１５年6月生まれ

平成２３年6月生まれ日本脳炎1期
麻しん・風しん混合1期

ヒブ
小児用肺炎球菌

二種混合2期（ジフテリア・破傷風）
平成２６年5月生まれ

平成２５年6月生まれ

ロ　　タ
水　　痘
流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）

石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

PM1:00～
1:30受付

4カ月児
健康診査

平成26年2月1日～2月15日生 10日(火)

平成26年2月16日～2月28日生 24日(火)

10カ月児
健康診査

平成25年8月1日～8月11日生 11日(水)

平成25年8月12日～8月31日生 25日(水)

平成24年10月17日～11月5日生 13日(金)

平成24年11月6日～11月27日生 27日(金)

平成24年4月3日～4月26日生 17日(火)

平成24年4月27日～5月14日生 26日(木)

平成23年2月23日～3月11日生 3日(火)

平成23年3月12日～3月30日生 20日(金)

1歳6カ月
児健康診査

3歳児健康
診査

5歳児健康
診査

平成21年5月26日～6月15日生 5日(木)

平成21年6月16日～6月30日生 19日(木)

2歳児歯科
健康診査

7
（土）

統一共選所駐車場
（ＪＡフルーツ山梨春
日居支所裏)

6
（金）

春日居スポーツ広場

10
（火）

別田ちびっ子広場

11
（水）

国府公民館前駐車場

12
（木）

徳条石尊神社西側

13
（金）

小松地区資源物回収場

15
（日）

市役所春日居支所
北側駐車場（春日居
町全域）

※対象者には、後日予診票・契約医療機関等の
詳しいお知らせをします。
　接種時期等の内容をよく確認し、契約医療機
関にて予防接種を受けてください。

※他市町村より転入された方、予診票のない
方、合併前の予診票をお持ちの方は、健康づ
くり課までご連絡ください。
※水痘は、平成26年秋頃から定期接種に変わ
る予定です。
※子宮頸がんの予防ワクチンの接種について
は、積極的にはお勧めし
ていません。
　接種にあたっては、有効
性とリスクを理解した上
で受けてください。

通知発送対象児

定
期
予
防
接
種

任
意
予
防
接
種

◆ ◇ ◆ ◇ その他のお知らせ ◇ ◆ ◇ ◆
【集団健診のお知らせ】
石和町
▶日時　6月5日（木）～9日（月）　午前8:30～10:30受付
▶場所　スコレーセンター
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